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市民税・県民税の申告

　この申告で提出する申告書は市民税・県民税額
などを正しく算出する基礎となり、また、所得証
明・納税証明など証明の発行に必要なものですか
ら、次の内容をよく読んで、申告が必要な人は申
告期間中に必ず提出してください。

申告相談期間
期間：２月１日㈫～３月15日㈫
※　日程及び時間・会場については次ペー
ジをご覧ください。

市民税・県民税申告が必要な人 市民税・県民税申告が必要でない人
　平成23年１月１日現在、浜田市に住所があり、平
成22年中に所得があった人で、所得税の確定申告義
務がない人（例…給与所得者で、給与以外の所得が
20万円以下の人）

①所得税確定申告をした人
②給与所得のみで勤務先から市役所に給与支払報告

書が提出されている人
③公的年金の所得のみの人で、各種控除（扶養・社

会保険料控除など）を受けない人

下の図も参考にして、申告が必要か必要でないかを判断し、必要な人は申告をしてください。

①税務署から所得税確定申告書が送付されていれば、その申告書
②印鑑（認印でも可）
③源泉徴収票（給与・年金など）、支払証明書など
④各種控除を受けるための証明書

【社会保険料（国民年金・国民健康保険料など）の領収書や証明書、医療費控除を受ける場合は、
医療機関や薬局などで支払った領収書、生命保険料や地震保険料の控除証明書など】

⑤事業所得（農業も含む。）のある人は、収入の分かるものや経費の領収書など
⑥所得税の還付申告の場合は、振込先の口座番号が分かるもの

平成23年１月１日現在、浜田市に
居住していた。

１月１日現在に居住していた市町
村に申告してください。

平成22年中に収入があった。
【障害者・遺族年金や雇用保険（失
業保険）のみの人は「いいえ」に
進んでください。】

収入がない旨の申告を市民税・県民税申告書
（簡易申告書）に記入し、提出してください。

給与収入がある。 公的年金収入のみである。 市民税・県民税の申告は不要です。
注ただし、確定申告すると所得税が還
付されたり、市民税・県民税の税額
が軽減される場合があります（寡婦・
障害者・社会保険料などの控除の申
告）。

勤務先から浜田市に「給与支払報
告書」が提出されていて、年末調
整が済んでいる。
（勤務先に確認してください。）

市民税・県民税の申告が必
要です。
注所得税額等によっては確定
申告が必要な場合がありま
すので、相談してください。

給与を２か所以上からもらってい
る。

２か所目以降の給与収入が20万円
を超えている。

給与以外の所得（農業・不
動産・年金など）がある。

市民税・県民税の
申告が必要です。

市民税・県民税の
申告は不要です。

所得税の確定申告
が必要です。

それらの所得の合計が
20万円を超えている。

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ いいえ

いいえ

いいえ

は　い
いいえ

【特集】市民税・県民税の申告
～申告相談窓口を開設します！！～

申告が必要な人、必要でない人

申
告
に
必
要
な
も
の

スタート
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　市役所本庁及び各支所などにおいて、職員による申告相談窓口を設置しますので
利用してください。

※　住民税（所得税）の確定申告書の提出
は、個人事業税の申告を兼ねています。

浜田自治区 問い合わせ先：市役所本庁税務課
　　　　　　　市民税係　☎�９２３２ 申告相談時間を延長します。

日　時　３月１日㈫～14日㈪
　　　　午後８時まで
会　場　市役所本庁１階市民ロビー

※　土・日は除きます。

会　　場 日　　程 時　　間

本庁１階市民ロビー

２月１日㈫
～３月15日㈫

9：00～17：00

２月27日㈰
３月６日㈰

美川公民館 ２月16日㈬
マリン交流センター ２月17日㈭
大麻公民館 ２月18日㈮
国府公民館 ２月22日㈫
国府公民館有福分館 ２月23日㈬
周布公民館 ２月24日㈭

２月１日㈫
～３月15日㈫

会　　場 日　　程 時　　間
かたらいの家 ２月25日㈮ 9：00～16：00

みどりかいかん ２月28日㈪
～３月３日㈭ 9：00～17：00

今福公民館（ふれあい会館） ３月４日㈮

9：00～16：00

３月５日㈯
美又公民館（美又会館） ３月７日㈪
久佐公民館（くざ会館） ３月８日㈫

波佐公民館（ときわ会館） ３月９日㈬
３月10日㈭

小国公民館（おぐに会館） ３月11日㈮
みどりかいかん ３月13日㈰

9：00～17：00２月16日㈬
～３月15日㈫

会　　場 日　　程 時　　間

旭支所３階 ２月２日㈬
～２月10日㈭ 9：00～17：00

都川高齢者活動促進センター ２月14日㈪

9：00～16：00２月15日㈫
木田生活改善センター ２月16日㈬
本郷生活改善センター ２月17日㈭
重富生活改善センター ２月18日㈮ 9：00～11：00

旭支所３階
13：30～17：00

２月20日㈰ 9：00～17：00２月21日㈪
来尾集会所 ２月22日㈫ 9：00～11：00
越木集会所 13：30～16：00
天狗石農村交流研修センター ２月23日㈬

9：00～17：00旭支所３階 ２月24日㈭
２月25日㈮

２月16日㈬
～３月15日㈫

会　　場 日　　程 時　　間
山賀集会所 ２月28日㈪ 9：00～11：00
畑地区多目的集会施設 13：30～15：30
小角集会所 ３月１日㈫ 9：00～11：00
横谷集会所 13：30～16：00
程原下集会所 ３月２日㈬ 9：00～11：00
下田野原集会所 13：30～16：00
大坪集会所 ３月３日㈭ 9：00～11：00
野坂集会所 13：30～16：00

弥栄会館 ３月４日㈮ 9：00～17：00３月６日㈰
門田交流センター ３月７日㈪ 9：00～11：00
栃木中央公民館 13：30～16：00
小坂公民館 ３月８日㈫ 9：00～16：00

老人福祉センター ３月９日㈬ 9：00～16：00３月10日㈭

弥栄会館 ３月11日㈮

9：00～17：00３月14日㈪
２月16日㈬
～３月15日㈫

会　　場 日　　程 時　　間

三隅支所分室１階
２月16日㈬
～３月15日㈫

9：00～17：00２月27日㈰
２月16日㈬
～３月15日㈫

金城自治区 問い合わせ先：市役所金城支所自治振興課
　　　　　　　財務係　☎�１２３４

旭自治区 問い合わせ先：市役所旭支所自治振興課
　　　　　　　財務係　☎�１４３３

弥栄自治区 問い合わせ先：市役所弥栄支所自治振興課
　　　　　　　庶務係　☎�２１１１

三隅自治区 問い合わせ先：市役所三隅支所市民課
　　　　　　　市民係　☎�２８０７

e-Taxコーナー

e-Taxコーナー

e-Taxコーナー

e-Taxコーナー

e-Taxコーナー

弥栄支所
１階

旭支所
２階

金城支所
１階

※　土・日は、表中の記載日のみ開設します。
　　申告相談は、どの会場でも可能です。

　申告書はＰ７・８に掲載していますので、切り取っ
て使用してください。足りない場合には郵送します
ので連絡してください。また、申告書は税務課及び
各支所・連絡係に置いてあります。
　なお、コピーしたものを使用してもかまいません。
提出期限　３月15日㈫
提出場所　本庁税務課市民税係又は各支所・連絡係
問い合わせ先
　本庁税務課市民税係（☎�９２３２）

○税務署などで確定申告をする人は、この申告は
必要ありません。

○遺族年金・障害年金・遺族恩給などは非課税所
得ですが、それらを受給している旨を申告して
ください。

○申告がない場合、児童手当・保育園の入園・公営
住宅入居の申込みなどの各種申請に必要な所得
証明など、証明書の発行ができない場合があり
ます。また、国民健康保険料の低所得者に対する
各種制度が認められなくなる場合があります。

申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

本庁１階
市民ロビー

三隅支所
分室１階

申告相談窓口を利用してください

申告相談受付日程及び会場
夜間の申告受付を実施します。

次の各点に注意してください
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平成２３年度 申告書（簡易申告書）
市 民 税・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料

浜　田　市　長　様 平成　　　年　　　月　　　日

住　所  浜田市殿町1番地 電話
番号 22－2612

フリガナ ハマダ　　タロウ
印 生年

月日
明・大・昭・平

14 年 11 月　6 日 氏　名 　浜田　太郎

1　収入のあった方（平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までの年間収入）
※収入のなかった方は、裏面 3を記入してください。

　（1） 平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までの収入について記入してください。

収入の種類 収入金額 必要経費 支　　払　　者

給　　　与 600,000円 浜田市役所
年　　　金 2,250,000円 日本年金機構
営　　　業 円 円

農　　　業 500,000円 350,000円

不　動　産 円 円

円 円

　◎次の非課税収入について〔ある〕か〔ない〕に○をつけてください。
老齢福祉年金 ある ない 障害年金 ある ない

遺族年金 ある ない 雇用保険 ある ない
※上に記載のある老齢福祉年金、遺族年金、障害年金、雇用保険は、市民税･県民税の課税対象になりません。
給与以外の所得に係る市民税･県民税
の徴収方法の選択 □給与から差引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

2　控除等（所得から差し引かれる金額）について
　（1） 保険料控除 ※〔はい〕か〔いいえ〕に○をつけ〔はい〕の方は支払金額を記入してください。
　　　昨年中（平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日まで）に
①国民健康保険料をお支払いになりましたか はい（　150,000円） いいえ

②後期高齢者医療保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

③介護保険料をお支払いになりましたか はい（　　67,500円） いいえ

④国民年金保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

⑤生命保険料をお支払いになりましたか はい（　120,000円） いいえ

⑥地震保険料をお支払いになりましたか はい（　　70,000円） いいえ

⑦上記の他に保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ
※④・⑤・⑥・⑦で〔はい〕に○をつけた方は、必ず控除証明書を添付してください。（コピーでも可）
　（2） 寡婦・寡夫控除 ※あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目を○で囲んでください。

事　　由 死　別 離　婚 生死不明

※ 住所・氏名・生年月日・電話番号の記入及び押印を確認してください。

浜
田

申　告　書　表　面
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（注）これは、書き方の一例です。
　　　記入に際しては、Ｐ７・８の申告書を切り取って使用してください。

住所・氏名・生年月日などを記入してください。

○住所は、平成23年１月１日現在の住所を記入してください。

給与以外の所得に係る市民税・県民税の徴収方法の選択

　給与所得者の市民税・県民税は原則として給与から特別徴収されます。
　給与以外の所得に係る市民税・県民税について、ご自身で納付を希望する場合は、
□自分で納付（普通徴収）にチェックしてください。
　チェックのない場合又は、□給与から差し引き（特別徴収）にチェックした場合
は、すべての所得に係る税額が給与から特別徴収されます。

：保険料の支払額を記入してください。
④～⑦は、必ず控除証明書のコピーを添付してください。

　あなたや配偶者、そのほかの親族が負担することになっている健康保険料・国民
健康保険料・介護保険料・国民年金などの社会保険料で、あなたが支払ったり、又
は給与から差し引かれる保険料がある場合に控除できます。
　なお、国民年金については日本年金機構が発行した支払証明書の添付が必要です。

　あなたが支払った一般の生命保険料又は、個人年金保険料がある場合に控除でき
ます。

　火災保険に付帯される居住用家屋又は生活用動産を保険の目的とする地震保険契
約の保険料がある場合に控除できます。
　また、地震保険料控除の創設に伴い、従来の損害保険料控除は廃止となりました
が、経過措置として平成18年12月31日までに契約した長期損害保険がある場合には、
原則従来の損害保険料控除と同じ額を控除できます。

　市民税・県民税における寡婦・寡夫に該当するには、民法上の婚姻の事実が前提
となります。
　また、扶養の状況や所得の額により、記入されても控除の対象とならない場合が
あります。

１　収入のあった方：あなたの収入・所得を記入してください。

２　控除等（所得から差し引かれる金額）について

（1）保険料控除

社会保険料控除　①～④

生命保険料控除　⑤

地震保険料控除　⑥

（2）寡婦・寡夫控除
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　（3） 障害者控除 ※あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。
氏名 浜田　海男 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護1・2・3・4・5
氏名 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護1・2・3・4・5

　（4） 配偶者控除

配偶者の氏名 生年月日 配偶者の収入金額
（給与・年金以外は所得額を記入してください）

浜田　花子 明・大
昭・平 15年 1月 5日 給与収入・年金収入 

その他所得（　　　　） 800,000円

　（5） 扶養控除
扶養親族の氏名 生年月日 同居又は別居 続柄 別居の場合の住所

浜田　海男 明・大
昭・平 6年 3月 2日 同居・別居 父
明・大
昭・平 年　月　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　月　日 同居・別居

　（6） 医療費控除 ※平成22年1月1日から平成22年12月31日までに、支払った医療費について記入してください。

支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ･ 医療費領収書の添付をお願い
　します
･ 生計を一にする親族が支払っ

　た医療費も対象になります。
350,000円 120,000円

　（7） 寄附金控除 寄附先 浜田市 寄附金額 60,000円

　1．扶養されていた（保険や税の扶養になっていなくてもかまいません。）

　　　　扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

　　　　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　2．病気静養中であった　　3．学生であった　　４．貯金で生活していた
　５．その他（上記以外の場合は、生活費をどのような収入でまかなっていたか記入してください。）

　◎単身赴任中の配偶者からの仕送りで生活していた方は記入してください。

 

　◎家族が居住する家屋敷について（該当する方に○をつけてください。）
　　ア．配偶者名義、又は共有名義（配偶者に均等割のみが課税されます。）
　　イ．その他

フリガナ 生年
月日

明・大・昭・平
年　　月　　日 配偶者の氏名

配偶者の居住地の住所

3　平成22年中に収入のなかった方は該当箇所に記入してください。

※ここまで記入が済みましたら、申告は終わりです。
申告の内容について、税務課市民税係担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は聞き取りにご協力をお願いします。

　あなたやあなたの親族（配偶者控
除や扶養控除を受ける配偶者及びそ
のほかの親族）が、障害者や特別障
害者である場合に控除できます。
　要介護認定を受けている人で「障
害者控除対象者認定書」の交付を受
けている人は、障害者控除の対象と
なります。

　あなたと生計を一にする配偶者の
合計所得金額が38万円以下であれ
ば、配偶者控除の対象となります。
　また、あなたの合計所得金額が
1,000万円以下で、配偶者の合計所
得金額が38万円超76万円未満であれ
ば、配偶者特別控除の対象となりま
す。

　扶養控除の対象となる人は、あな
たと生計を一にする親族で、合計所
得金額が38万円以下の人です。
【参考】控除対象となる収入額

○扶養控除・配偶者控除
　給与収入：103万円以下
　年金収入：158万円以下

（65歳以上）
○配偶者特別控除
　給与収入：103万円超141万円未満
　年金収入：158万円超196万円未満

（65歳以上）

　領収書の添付が必要です。
　あなたが支払った医療費が10万円
又は総所得金額等の合計額の5％を
超える場合に記入してください。

　領収書の添付が必要です。
　寄附金額が5,000円を超える場合
に対象となります。寄附先を必ず記
入してください。

３　平成22年中に収入のなかった人は該当箇所に記入くだ
さい。

申告の内容について、問い合わせをする場合があります。
その際は、聞き取りにご協力をお願いします。

※　石央文化ホールの開設期間中は、税務署庁舎には申告
会場を設けていませんので注意してください。

※　申告書の送付先や電話でのお問い合わせは、浜田税務
署までお願いします。

※　確定申告会場（石央文化ホール）には駐車場がありま
せんので、公共交通機関などを利用してください。
（なお、確定申告会場周辺の駐車場は有料です。）

問い合わせ先　浜田税務署（☎�０３６０）

平成22年分所得税等の確定申告会場は

石央文化ホール です。

会場設営期間：２月１日㈫～３月15日㈫
受 付 時 間：午前９時～午後４時
※　土・日・祝日は、相談は行っていません。

《
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申　告　書　裏　面

（3）障害者控除

（4）配偶者控除

（5）扶養控除

（6）医療費控除

（7）寄附金税額控除

浜田税務署からのお知らせ
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平成２３年度 申告書（簡易申告書）
市 民 税・ 県 民 税
国 民 健 康 保 険 料
後期高齢者医療保険料

浜　田　市　長　様 平成　　　年　　　月　　　日

住　所  浜田市 電話
番号 －

フリガナ
印 生年

月日
明・大・昭・平

年　　　月　　　日 氏　名

※ 住所・氏名・生年月日・電話番号の記入及び押印を確認してください。
1　収入のあった方（平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までの年間収入）

※収入のなかった方は、裏面 3を記入してください。
　（1） 平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日までの収入について記入してください。

収入の種類 収入金額 必要経費 支　　払　　者

給　　　与 円

年　　　金 円

営　　　業 円 円

農　　　業 円 円

不　動　産 円 円

円 円

　◎次の非課税収入について〔ある〕か〔ない〕に○をつけてください。
老齢福祉年金 ある ない 障害年金 ある ない

遺族年金 ある ない 雇用保険 ある ない
※上に記載のある老齢福祉年金、遺族年金、障害年金、雇用保険は、市民税･県民税の課税対象になりません。
給与以外の所得に係る市民税･県民税
の徴収方法の選択 □給与から差引き（特別徴収） □自分で納付（普通徴収）

2　控除等（所得から差し引かれる金額）について
　（1） 保険料控除 ※〔はい〕か〔いいえ〕に○をつけ〔はい〕の方は支払金額を記入してください。
　　　昨年中（平成 22 年 1 月 1 日から平成 22 年 12 月 31 日まで）に
①国民健康保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

②後期高齢者医療保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

③介護保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

④国民年金保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

⑤生命保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

⑥地震保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ

⑦上記の他に保険料をお支払いになりましたか はい（　　　　　　　円） いいえ
※④・⑤・⑥・⑦で〔はい〕に○をつけた方は、必ず控除証明書を添付してください。（コピーでも可）
　（2） 寡婦・寡夫控除 ※あなたが寡婦・寡夫の場合、該当する項目を○で囲んでください。

事　　由 死　別 離　婚 生死不明
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　（3） 障害者控除 ※あなたや扶養者の中に障害者がいる場合は、記入してください。
氏名 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護1・2・3・4・5
氏名 障害の程度 　　　　　　手帳　　級 要介護1・2・3・4・5

　（4） 配偶者控除

配偶者の氏名 生年月日 配偶者の収入金額
（給与・年金以外は所得額を記入してください）

明・大
昭・平 年　月　日 給与収入・年金収入 

その他所得（　　　　） 円

　（5） 扶養控除
扶養親族の氏名 生年月日 同居又は別居 続柄 別居の場合の住所

明・大
昭・平 年　月　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　月　日 同居・別居

明・大
昭・平 年　月　日 同居・別居

　（6） 医療費控除 ※平成22年1月1日から平成22年12月31日までに、支払った医療費について記入してください。

支払った医療費 保険金などで補てんされる金額 ･医療費領収書の添付をお願い
  します
･生計を一にする親族が支払っ
  た医療費も対象になります。

円 円

　（7） 寄附金控除 寄附先 寄附金額 円

　1．扶養されていた（保険や税の扶養になっていなくてもかまいません。）

　　　　扶養者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　続柄　　　　　　

　　　　住　　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　2．病気静養中であった　　3．学生であった　　４．貯金で生活していた
　５．その他（上記以外の場合は、生活費をどのような収入でまかなっていたか記入してください。）

　◎単身赴任中の配偶者からの仕送りで生活していた方は記入してください。

 

　◎家族が居住する家屋敷について（該当する方に○をつけてください。）
　　ア．配偶者名義、又は共有名義（配偶者に均等割のみが課税されます。）
　　イ．その他

フリガナ 生年
月日

明・大・昭・平
年　　月　　日 配偶者の氏名

配偶者の居住地の住所

3　平成22年中に収入のなかった方は該当箇所に記入してください。

※ここまで記入が済みましたら、申告は終わりです。
申告の内容について、税務課市民税係担当者が問い合わせをする場合があります。
その際は聞き取りにご協力をお願いします。
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（人） 過去20年の国勢調査人口の推移

69,411 68,103
65,463

63,046 61,728

平成２年 平成７年 平成17年平成12年 平成22年
浜田 金城 旭 弥栄 三隅

平成22年10月１日現在の浜田市の人口は、６１，７２８人でした。

　10月１日を基準日として、全国一斉に行われた国
勢調査において、浜田市の人口は61,728人となり、
５年前に実施した平成17年国勢調査人口63,046人か
ら1,318人減少しました。
　自治区別にみると、浜田・金城・弥栄・三隅自治
区では人口減少となりましたが、旭自治区は島根あ
さひ社会復帰促進センターの開所により、入所者や
施設職員が計上されたため大幅に増加しました。

浜田市人口予想クイズ　結果発表
当選者の回答（応募総数371通）

１等　61,722人（－６）
２等　61,718人（－10）
３等　61,738人（＋10）

※　２等と３等は差が同数だったため、抽選によ
り決定しました。

問い合わせ先　本庁安全安心推進課統計係（☎�９１２１）

自治区別人口の推移 （単位：人）

自治区 平成22年
(速報値）平成17年

前回との比較

増減数 増減率

浜田市 61,728 63,046 ▲ 1,318 ▲ 2.1％

浜田 43,924 45,910 ▲ 1,986 ▲ 4.3％

金城 4,622 4,976 ▲ 354 ▲ 7.1％

旭 4,888 2,978 1,910 64.1％

弥栄 1,494 1,612 ▲ 118 ▲ 7.3％

三隅 6,800 7,570 ▲ 770 ▲ 10.2％

※　確定値は、10月ごろ公表予定です。

３月浜田市議会定例会日程（予定）
会期　２月24日㈭～３月17日㈭（22日間）

２月17日㈭　議会運営委員会
２月24日㈭　本会議　開会、施政方針・教育方

針表明、提案説明（全員協議会）
２月25日㈮　本会議　会派代表質問

28日㈪　本会議　個人一般質問
３月１日㈫　本会議　個人一般質問

２日㈬　本会議　個人一般質問
３日㈭　本会議　個人一般質問
４日㈮　本会議　議案質疑
７日㈪　総務文教委員会
８日㈫　福祉環境委員会
９日㈬　産業建設委員会
10日㈭・11日㈮　予算審査委員会
14日㈪・15日㈫　予算審査委員会
17日㈭　本会議　委員長報告、採決、閉会

（全員協議会）議会運営委員会

　なお、左記日程は予定であり、２月17日㈭の議
会運営委員会で正式に決定します。
　会議の傍聴は、当日議会事務局で受け付けてい
ます。
　なお、各委員会及び全員協議会の傍聴は、会場
の都合により７人までの人数制限があります。
　各会議の開催時間は、通常午前10時からですが、
変更になる場合がありますので事前にお問い合わ
せください。
　各会議の開催時間や議事日程・議題は、事前に
市議会ホームページ「会議の開催予定・状況」に
掲載しますのでご覧ください。

問い合わせ先
　市議会事務局（☎�９８００）
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平成22年国勢調査

浜田市の人口（速報値）を公表します！
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

12月21日㈫「新開団地工事完成記念植樹式」にて

　

昨
年
の
暮
れ
、
金
城
町
に
「
大

規
模
農
業
団
地
」
が
誕
生
し
ま
し

た
。

金
城
町
内
に
新
農
業
団
地
竣
工

　

12
月
21
日
、
金
城
町
七
条
の
金

城
総
合
運
動
公
園
の
隣
接
地
に
、

か
ね
て
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た

農
業
団
地
「
新
開
団
地
」
が
完
成

し
記
念
植
樹
式
を
行
い
ま
し
た
。

新
開
団
地
は
、
遊
休
農
地
と
な
っ

て
い
た
畜
産
団
地
の
跡
地
を
旧
金

城
町
が
、
農
地
保
有
合
理
化
法
人

と
な
り
購
入
し
、
農
業
団
地
と
し

て
開
発
を
行
っ
て
き
た
も
の
で

す
。
平
成
17
・
18
年
度
に
市
の
単

独
事
業
で
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
１
期

開
発
と
し
て
、
平
成
19
年
度
か
ら

は
、
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進

セ
ン
タ
ー
の
刑
務
作
業
農
園
と
し

て
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
整
備
し
、
こ

の
度
、
２
期
開
発
と
し
て
平
成
20

年
度
か
ら
進
め
て
き
た
県
営
中
山

間
地
域
総
合
整
備
事
業
の
新
開
工

区
畑
地
整
備
の
工
事
が
完
成
し
、

全
体
で
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規

模
な
農
業
団
地
が
誕
生
し
ま
し

た
。

　

早
速
、
有
機
野
菜
グ
ル
ー
プ
や

新
規
の
就
農
者
、
企
業
の
農
業
参

入
な
ど
７
つ
の
経
営
体
の
入
植
が

決
定
し
、
１
０
０
棟
を
超
す
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
野
菜
な
ど

の
栽
培
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
の
観
光
農

園
も
整
備
さ
れ
、
イ
チ
ゴ
の
観
光

農
園
は
、
１
月
15
日
か
ら
オ
ー
プ

ン
し
、
市
内
外
か
ら
多
く
の
来
園

者
を
迎
え
て
い
ま
す
。
今
後
さ
ら

に
、
他
の
観
光
施
設
と
連
携
し
た

交
流
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

地
域
活
性
化
の
た
め
の
交
流
拠
点

と
し
て
も
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
当
日
の
記
念
式
で
は
、
就
農

者
を
代
表
し
て
石
橋
隆
弘
さ
ん
が

「
団
地
を
拠
点
と
し
て
一
同
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
り
た
い
。」
と
挨

拶
し
、
工
事
完
成
記
念
と
し
て
、

日
本
さ
く
ら
の
会
よ
り
、
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
の
若
木
１
０
０
本
の
寄
贈

を
受
け
、
幹
線
道
路
に
植
栽
し
ま

し
た
。
植
栽
し
た
桜
の
苗
木
は
、

高
さ
３
メ
ー
ト
ル
程
度
あ
り
、
既

に
花
の
蕾
が
多
く
付
い
て
お
り
、

今
年
の
春
の
開
花
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い
の
景
観

を
作
り
、「
新
開
団
地
」
を
先
進

農
業
の
拠
点
、
そ
し
て
交
流
の
拠

点
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
訪
ね

て
い
た
だ
き
、
親
し
ま
れ
る
農
業

団
地
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

新
浜
田
市
が
誕
生
し
て
、
６
年

目
に
入
り
、
広
大
な
旧
那
賀
郡
の

“
緑
の
大
地
”
に
活
力
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成23年も２月に入りました。皆さん、初
は つ

詣
もうで

で
引いたおみくじは大吉でしたか？それともまさか
の大凶？韓国でもお正月には、朝鮮時代に土

ど

亭
じょん

と
いう人が書いた「土亭秘訣」という本を基に新年
の運を占います。生まれた年月日によって7,056
種類の運勢があり、そのうち約７割が吉、約３割
が凶に当たるそうです。その内容は抽象的で、具
体的に幸や不幸を決め付けないものが多く、たと
え凶であっても「気を付ければ大丈夫」という内
容が必ず入っているのが特徴だそうです。それは、
人々に希望を持たせるための土亭先生の配慮だと
いうことです。この「土亭秘訣」は、お正月に家
族が集まって気軽に見て楽しむ遊びのような占い
です。

多くの韓国人が日常生活で気にする占いは、四
柱占いです。四柱占いとは、中国発祥のもので、
生まれた年月日時の四つの干支を柱にして、その
人の生まれ持った運命を判断するものです。人間
関係・仕事運・金運・健康運などがこれで分かると
されています。韓国では、受験・転職・引越しなど
の大きな変化があるときや、病気や事業の失敗な
どの悩みがあるときに四柱占いをする人が多いで
す。また、昔は男女が結婚をする際には「宮

く ん

合
は ぶ

」

という四柱による相性を必ず調べ、その結果がよ
くない場合は結婚しないこともあったそうです。

今は「宮合」で結婚を決める人はあまりいませ
んが、中には「宮合」が悪いのを理由に親に結婚
を反対される人もいるそうです。

今の韓国にはキリスト教の人も増えており、全
く占いをしない人も多いです。しかし、四柱占い
が韓国人の生活に及ぼす影響力が少なくないのは
確かです。

ちなみに、私の今年の「土亭秘訣」は、「日は
暮れるのに道は遠く、心が慌ただしい。前に進ん
でも縁がなく、どうすれば望みが叶うのだろうか」
だそうです…。でも、気を付ければきっと大丈夫
ですから、今年も前向きに頑張ります！

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男

占いを信じますか？
浜田市国際交流員　金　穂原
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登
録
制
度

　

市
で
は
、
業
務
の
必
要
に
応
じ

て
、
市
役
所
や
市
の
施
設
で
働
く

臨
時
職
員
及
び
非
常
勤
嘱
託
職
員

な
ど
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
採
用

者
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
登
録
し

た
人
の
中
か
ら
、
条
件
に
合
う
人

を
選
考
し
、
書
類
審
査
・
面
接
な

ど
に
よ
り
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
登
録
は
、
年
度
ご
と
に
行

い
、
有
効
期
間
は
年
度
末
（
３
月

31
日
）
ま
で
と
な
り
ま
す
。
平
成

22
年
度
に
登
録
を
し
て
い
る
人

も
、
平
成
23
年
度
の
登
録
を
希
望

す
る
場
合
に
は
、
新
た
に
登
録
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

　

年
齢
18
歳
以
上
の
人
（
定
時
制

を
除
き
高
校
生
は
不
可
）

職
種

　

主
な
職
種
、
必
要
な
資
格
及
び

賃
金
は
上
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
職
種
も

業
務
の
必
要
に
よ
り
採
用
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

勤
務
時
間

臨
時
職
員　
週
５
日
以
内
、
１
日

７
時
間
45
分

非
常
勤
嘱
託
職
員　
月
17
日
、
１

日
７
時
間
45
分
な
ど

※　

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
職

種
・
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

※　

監
視
員
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
庁
舎
に
お
け
る
宿
日
直
業
務

と
な
り
ま
す
。

勤
務
場
所

　

市
役
所
の
本
庁
又
は
各
支
所
、

若
し
く
は
学
校
・
幼
稚
園
な
ど
の

出
先
職
場

任
用
期
間

　

業
務
の
必
要
に
応
じ
た
期
間
で

６
か
月
以
内
（
必
要
な
場
合
は
更

新
し
ま
す
。）

登
録
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
付

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市

役
所
本
庁
３
階
人
事
課
ま
で
持
参

又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
履
歴

書
に
は
、
希
望
職
種
・
勤
務
可
能

時
間
の
範
囲
・
希
望
す
る
勤
務
場

所
・
臨
時
事
務
員
は
パ
ソ
コ
ン
の

操
作
程
度
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
受
付

　

４
月
１
日
付
け
採
用
に
つ
い
て

は
、
２
月
10
日
㈭
（
郵
送
の
場
合

は
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
登
録

受
付
を
し
た
人
か
ら
選
考
を
行
い

ま
す
。
そ
れ
以
後
の
採
用
に
つ
い

て
は
、
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

注
意
事
項

　

こ
の
登
録
は
採
用
を
保
障
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

各
職
場
の
業
務
の
必
要
に
応

じ
て
採
用
を
行
い
ま
す
の
で
、

希
望
職
種
の
募
集
が
行
わ
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
登

録
者
が
多
数
の
職
種
や
、
希
望

す
る
勤
務
条
件
に
合
わ
な
い
な

ど
の
理
由
で
、
登
録
期
間
内
に

採
用
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

登
録
内
容
の
変
更
や
、
登
録

の
取
消
し
を
希
望
す
る
場
合
に

は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

職種 必要な資格など 賃金（平成22年度実績）
事務員 Word・Excelが使用可能 臨時 日額　　　6,650円

看護師 看護師免許
臨時 日額　　　7,090円
非常勤嘱託 月額　　157,900円

保健師 保健師免許
臨時 日額　　　7,640円
非常勤嘱託 月額　　167,400円

保育士 保育士免許 パート 時間額　　　862円

用務員 資格は問いません
臨時 日額　　6,730円～ 

7,200円

非常勤嘱託 月額　　146,600円

調理員 資格は問いません
臨時 日額　　　6,730円
非常勤嘱託 月額　　146,600円

幼稚園教諭 幼稚園教諭免許
臨時 日額　　　7,090円
非常勤嘱託 月額　　157,900円

介護支援専門員 介護支援専門員証 月額　　157,900円

監視員
（宿日直業務） 資格は問いません 月額　　146,600円

※　賃金は、平成22年度の実績額です。
※　臨時用務員の賃金は、勤務場所によって異なります。

《
臨
時
職
員
を
必
要

と
す
る
場
合
》

必
要
と
す
る
職
場
の

担
当
者
が
登
録
者
の

中
か
ら
条
件
に
合
う

人
を
書
類
選
考

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
事
課
人
事
係
【
〒
６
９

７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地

（
☎
�
９
１
３
１
）】

人
事
課
に
履
歴
書
を

提
出
（
登
録
完
了
・

登
録
は
年
度
末
ま
で

有
効
）

各
職
場
の
担
当
者
が

登
録
者
に
面
接
の
電

話
連
絡

各
職
場
の
担
当
者
が

面
接
を
行
い
、
勤
務

条
件
な
ど
を
確
認

登
録
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ

採
否
決
定

平
成
23
年
度
の
臨
時
職
員
及
び
非
常
勤

嘱
託
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
役
所
本
庁
の
電
話
に
つ
い

て
、
直
通
電
話
を
導
入
し
た
こ
と

に
よ
り
、
今
月
号
か
ら
問
い
合
わ

せ
先
に
直
通
電
話
番
号
を
記
載
し

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
担
当
が
分
か
ら
な
い
場

合
や
、
夜
間
・
休
日
は
、
従
前
ど

お
り
代
表
番
号（
☎
�
２
６
１
２
）

へ
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
一
昨
年
、
全
国
を
震し

ん

撼か
ん

さ
せ
た
県
立
大
学
女
子
学
生
被
害

の
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
か
ら
、犯
罪
を
抑
止
す
る
た
め
、

昨
年
３
月
に
２
か
所
、
10
月
に
２

か
所
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
運

用
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
昨
年
８
月
に
「
安
全

を
守
る
市
民
の
会
」
か
ら
、
５
台

の
防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
寄
贈

を
受
け
、
う
ち
４
台
に
つ
い
て
２

月
か
ら
運
用
を
開
始
す
る
予
定
に

し
て
い
ま
す
。

設
置
場
所
に
つ
い
て

・
浜
田
駅
前
（
南
口
）

・
浜
田
市
港
町
（
イ
ズ
ミ
周
辺
）

・
浜
田
市
港
町
（
ベ
ス
ト
電
器
周

辺
）

・
旭
町
丸
原
柳
交
差
点

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

～
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
～

　

近
年
、
全
国
各
地
で
集
中
豪
雨

や
台
風
な
ど
に
よ
り
、
大
規
模
な

災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
災
害
に
対
す
る
十

分
な
知
識
の
習
得
と
災
害
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
を
地
域
で
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生

命
や
財
産
に
対
す
る
損
害
を
大
幅

に
軽
減
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、各
地
域
で「
自

主
防
災
組
織
」
を
結
成
し
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
連
帯
感
に
基
づ
き
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
自
発
的
に
、
情
報
伝

達
、
初
期
消
火
、
救
出
・
救
護
、

集
団
避
難
、
給
水
・
給
食
な
ど
の

防
災
活
動
を
行
う
団
体
（
組
織
）

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
次
の
と
お
り
「
自
主

防
災
組
織
立
ち
上
げ
講
座
」
を
開

催
し
、
そ
の
立
ち
上
げ
・
結
成
の

支
援
を
し
ま
す
。

対
象　
現
在
、
自
主
防
災
組
織
の

立
ち
上
げ
を
検
討
し
て
い
る
自

治
会
・
町
内
会
な
ど
地
域
の
代

表
・
役
員
、
又
は
今
後
、
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
検
討
し
て

い
る
人

日
時　
２
月
17
日
㈭

午
後
２
時
～
３
時
40
分

場
所　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２

階
会
議
室

内
容

・
事
例
、
体
験
発
表

・
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
市
の

支
援
制
度

・
自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ
の
具

体
的
な
手
法　

ほ
か

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

各
支
所
自
治
振
興
課

　

平
成
19
年
分
の
確
定
申
告
を

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
し
た
人
は
、

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が
３
年

の
た
め
、
今
年
度
失
効
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
電
子
証
明
書
を
利
用

し
て
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
を
す
る
た
め
に

は
手
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
総
合
窓
口
課

（
☎
�
９
４
０
０
）

　

浄
化
槽
法
で
は
、
き
れ
い
な
川

や
海
を
守
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設

置
者
に
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し

て
、
次
の
３
点
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

１　
「
保
守
点
検
」
を
行
う
こ
と

　

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
に
、
年
間
を
通
じ
て

定
期
的
な
保
守
点
検
が
必
要
で
す
。

専
門
的
な
知
識
と
器
具
が
必
要
で

す
の
で
、
知
事
登
録
を
受
け
た
保

守
点
検
業
者
に
委
託
し
て
実
施
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

２　
「
清
掃
」
を
行
う
こ
と

　

年
に
１
度
以
上
、
汚
泥
を
抜
き

取
る
清
掃
が
必
要
で
す
。
許
可
を

受
け
た
清
掃
業
者
に
委
託
し
て
く

だ
さ
い
。

３　
「
法
定
検
査
」
を
受
検
す
る

こ
と

　

浄
化
槽
の
状
態
を
確
認
す
る
た

め
、年
に
１
回
、指
定
検
査
機
関
に

よ
る
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

県
廃
棄
物
対
策
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
２
６
１
）

浜
田
保
健
所
環
境
保
全
グ
ル
ー

プ
（
☎
�
５
５
６
０
）

㈳
島
根
県
浄
化
槽
普
及
管
理
セ

ン
タ
ー
【
法
定
検
査
の
指
定
検

査
機
関
（
☎
０
８
５
２
�
８
１

６
５
）】

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

防
犯
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
ま
し
た

自
主
防
災
組
織
立
ち
上
げ

講
座
の
開
催

生
活
・
環
境

電
子
証
明
書
の
更
新

に
つ
い
て

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　寒い日が続きますね。ここでちょっとガス・石
油ファンヒーターの使い方を見直してみましょ
う。環境にやさしいだけでなく、家計にもおトク
です。
☆室温は20℃を目安にしましょう
ガスファンヒーターの場合

年間でガス8.15㎥の省エネ　約1,280円の節約
原油換算9.46ℓ　ＣＯ₂削減量18.6㎏

石油ファンヒーターの場合
年間で灯油10.22ℓの省エネ　約680円の節約
原油換算9.68ℓ　ＣＯ₂削減量25.4㎏

※　外気温度６℃のとき、暖房の設定温度を21℃
から20℃にした場合（使用時間：９時間／日）

☆必要なときだけつけましょう
ガスファンヒーターの場合

年間でガス12.68㎥の省エネ　約1,990円の節約

年間で電気3.72kwhの省エネ　約80円の節約
合計　約2,070円の節約
原油換算15.64ℓ　ＣＯ₂削減量30.3㎏

石油ファンヒーターの場合
年間で灯油15.91ℓの省エネ　約1,070円の節約
年間で電気3.89kwhの省エネ　約90円の節約
合計　約1,160円の節約
原油換算16.04ℓ　ＣＯ₂削減量41.0㎏

※　１日１時間、運転を短縮した場合（設定温度：
20℃）

【一口メモ】
　室温は急には下がらないので、お出掛けや寝る
15分くらい前に切るのがコツです。
出典　㈶省エネルギーセンター【家庭の省エネ大

事典2010年版】
（本庁くらしと環境課）

　中国電力㈱は、三隅発電所の運転による周辺環
境への影響を把握するため、県・市及び中国電力
㈱の３者間で締結した「環境保全に関する協定
書」に基づき、発電所周辺において継続的な調査
を行っています。
　このたび「三隅発電所周辺環境対策連絡協議会」
は、中国電力㈱から提出された運転開始後11年目
の調査結果を検討し、大気関係の周辺影響につい
ての評価を行いましたので、結果をお知らせしま
す。

※　調査結果の詳細は、本庁くらしと環境課及び
各支所市民福祉課（三隅支所は福祉課）で閲覧
できます。

問い合わせ先
本庁くらしと環境課（☎�９４２０）
三隅発電所周辺環境対策連絡協議会事務局【浜
田保健所環境保全グループ（☎�５５５９）】

調査結果および評価

調査結果の概要及び
総合評価　　　　　

　中国電力㈱による報告書は、大気関係の10項目について ｢発電所１号機の運転開始
前後の調査結果に著しい変化は認められず、運転開始に伴う影響は少ないと考える｣
とされています。
　これに対し、当協議会は、いろいろな文献や関係資料などを参考に慎重に検討しま
した。その結果、大気関係のどの項目においても、運転開始前の状況と比べ明らかな
変化は認められなかったことから、総合的にみて周辺地域への影響は認められないと
判断しました。

調
査
項
目
ご
と
の
調
査
結
果

及
び
評
価　
　
　
　
　
　
　

①大気質

（大気の環境基準が定められている二酸化硫黄・二酸化窒素・浮遊粒子状物質及びオ
キシダントの濃度）
　県の各測定結果においても、運転開始前との大きな変化が認められないことから、
運転による大気質への影響は認められないものと判断しました。

②降下ばいじん

（大気中に浮遊しているばい煙や粉じんなどが、自重や雨の作用によって地上に落ち
てくるもの）
　運転開始前後の降下ばいじん総量には、明らかな変化は認められないことから、運
転による影響は認められないものと判断しました。

③重金属
（ガス状の水銀や大気中に浮遊している粉じん中のニッケルや亜鉛など）
　県の測定結果でも低い値であり、運転開始前後の値に明らかな変化は認められない
ことから、運転による影響は認められないものと判断しました。

今日からおうちで省エネ !!【ガス・石油ファンヒーターの巻】
～二酸化炭素（ＣＯ ₂）の排出を減らして、地球温暖化を防ごう！～

三隅発電所１号機運転に伴う環境等監視調査結果の公表
（運転開始後11年目・平成21年度）
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療
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環
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・
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子

育

て

地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
」
を
は
じ
め
よ
う
！

　

自
動
車
か
ら
出
る
Ｃ
Ｏ
２
は
、

国
内
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
約

20
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
抑
え
、
家
計
を
節
約
す

る
た
め
に
も
、
１
人
ひ
と
り
が
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
に
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。
安
全
運
転
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め
】

１　

や
さ
し
い
発
進
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

２　

車
間
距
離
は
余
裕
を
も
っ
て
、

速
度
に
ム
ラ
の
な
い
運
転
を
し

ま
し
ょ
う
。

３　

エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
積
極

的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

４　

エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め

に
し
ま
し
ょ
う
。

５　

無
用
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や

め
ま
し
ょ
う
。

６　

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ら
す
ぐ

出
発
し
ま
し
ょ
う
。

７　

出
掛
け
る
前
に
、
渋
滞
な
ど

の
道
路
交
通
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。

８　

タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

９　

不
要
な
荷
物
を
積
ま
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

10　

渋
滞
を
招
く
た
め
、
違
法
駐

車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

（
本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
）

　

消
費
者
金
融
な
ど
の
借
金
問
題

は
１
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
１
人
で
悩
み
、

苦
し
ん
で
い
て
も
借
金
の
問
題
は

解
決
し
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
早

く
専
門
家
に
相
談
し
、
完
済
へ
の

レ
ー
ル
を
敷
く
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
。

市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談
窓
口
で
は
、

専
門
の
消
費
者
相
談
員
に
よ
る
多

重
債
務
な
ど
に
関
す
る
無
料
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
債
務

整
理
や
生
活
再
建
に
向
け
て
、
無

料
相
談
窓
口
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　

借
金
問
題
の
解
決
方
法
は
、
自

己
破
産
・
任
意
整
理
・
特
定
調
停
・

民
事
再
生
と
い
っ
た
様
々
な
方
法

が
あ
り
ま
す
。

　

収
入
と
支
出
の
状
況
・
職
業
・

資
産
の
有
無
な
ど
を
考
慮
し
て
、

債
務
者
に
適
し
た
方
法
を
選
択
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
く
専
門
家
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時

月
～
金
曜
日　

午
前
10
時
10
分

～
午
後
３
時
10
分

場
所　
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
市
役
所
本
庁
２
階
く
ら
し
と

環
境
課
）

相
談
室
直
通
電
話

（
☎
�
３
１
６
０
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

多
重
債
務
対
策
特
別
無
料
相
談

　

県
で
は
、
多
重
債
務
の
解
決
を

図
る
た
め
、
多
重
債
務
対
策
特
別

無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
２
月
６
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所　
石
央
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
（
江
津
市
）

相
談
方
法

電
話
相
談
（
☎
０
１
２
０-

１
１

４-

２
３
４
）

※　

島
根
県
司
法
書
士
会
が
対
応

し
ま
す
。

面
接
相
談　
定
員
６
人

※　

事
前
に
県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
９
１
６
）

に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
が
対
応
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
消
費
生
活
室

（
☎
０
８
５
２
�
５
１
０
３
）

　

都
市
公
園
内
に
電
柱
な
ど
を
設

置
し
て
占
用
し
た
り
、
都
市
公
園

を
行
商
・
募
金
・
興
行
な
ど
で
使

用
し
た
り
す
る
場
合
は
、
事
前
に

許
可
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
１
日
㈮
か
ら
、
こ

れ
ら
の
行
為
に
は
占
用
料
・
使
用

料
の
支
払
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
維
持
管
理
課

（
☎
�
９
６
２
２
）

　

市
で
は
、
住
宅
を
新
築
又
は
新

築
住
宅
を
取
得
す
る
人
に
対
し
、

新
た
に
課
税
さ
れ
た
住
宅
に
係
る

固
定
資
産
税
相
当
額
を
補
助
す
る

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
平
成

22
年
１
月
１
日
ま
で
に
市
内
に
新

築
し
た
住
宅
で
、
認
定
通
知
書
を

受
け
取
ら
れ
た
人
は
、
交
付
申
請

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

交
付
申
請
書
を
未
提
出
の
人
は
、

必
ず
固
定
資
産
税
を
全
額
納
付
後
、

３
月
31
日
㈭
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　
申
請
用
紙
（
本
庁
産

業
政
策
課
及
び
各
支
所
産
業
課

に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
本
庁
産
業
政
策
課
又
は

各
支
所
産
業
課

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
産
業
政
策
課

（
☎
�
９
５
０
２
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

多
重
債
務
な
ど
に
関
す
る

無
料
相
談
窓
口
に
つ
い
て

都
市
公
園
占
用
料
・
使
用
料

の
有
料
化
に
つ
い
て

住
宅

住
宅
建
築
奨
励
補
助
金
交
付

申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
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対
象　
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
弥

栄
町
で
就
農
を
希
望
す
る
人
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
人

①　

就
農
意
欲
が
強
く
、研
修
後
、

弥
栄
町
で
専
業
就
農
が
期
待
さ

れ
る
人

②　

弥
栄
自
治
区
が
指
定
す
る
実

践
研
修
農
場
で
、
２
年
間
研
修

が
受
け
ら
れ
る
人

③　

弥
栄
町
に
住
所
を
有
す
る
人

及
び
そ
の
見
込
み
の
あ
る
人 

（
浜
田
市
外
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
研
修
開
始
前
に
住
民
票
を

浜
田
市
に
異
動
し
て
も
ら
い
ま

す
。）

④　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の
人

（
性
別
・
経
験
は
問
い
ま
せ

ん
。）

⑤　

心
身
と
も
に
健
康
で
普
通
運

転
免
許
証
（
オ
ー
ト
マ
限
定
は

不
可
）
を
持
つ
人

募
集
人
員　
若
干
名

研
修
期
間　
２
年
（
４
月
～
平
成

25
年
３
月
）

研
修
内
容

・
２
年
間
、
受
入
農
場
の
㈲
や
さ

か
共
同
農
場
で
研
修
後
、
３
年

目
に
ハ
ウ
ス
野
菜
・
露
地
野
菜

を
中
心
と
し
た
自
立
就
農
を
目

指
し
ま
す
。

・
弥
栄
自
治
区
が
指
定
す
る
実
践

研
修
農
場
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
沿
っ
て
ハ
ウ
ス
野
菜
・
露
地

野
菜
の
栽
培
技
術
、
農
業
機
械

操
作
、
簿
記
な
ど
の
研
修
を
行

い
ま
す
。

待
遇
な
ど

・
研
修
時
間
は
、
原
則
１
日
８
時

間
程
度
（
時
季
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。）

・
週
休
１
～
２
日
（
時
季
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。）

・
研
修
期
間
中
、
滞
在
費
と
し
て

単
身
の
人
に
は
月
額
15
万
円
、

夫
婦
者
の
人
に
は
１
組
月
額

17
万
円
を
支
給
し
ま
す
（
健
康

保
険
な
ど
は
自
己
対
応
、
傷
害

共
済
は
市
で
加
入
）。

・
研
修
期
間
中
に
滞
在
で
き
る
住

宅
（
冷
暖
房
設
備
・
電
気
コ
ン

ロ
あ
り
）
を
月
額
１
万
５
千
円

で
使
用
し
て
も
ら
い
ま
す
（
光

熱
費
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
視
聴

料
は
別
途
自
己
負
担
）。

応
募
締
切
日　
２
月
23
日
㈬

応
募
方
法

・
履
歴
書
及
び
作
文（「
専
業
希
望
」

と
明
記
の
上
、
就
農
の
動
機
な

ど
を
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
に
書
い
て
く
だ
さ

い
。）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

原
則
、
応
募
前
に
弥
栄
町
や

実
践
研
修
農
場
を
見
学
し
て
も

ら
い
ま
す
。

※　

個
人
情
報
は
弥
栄
自
治
区
専

業
農
業
研
修
生
の
募
集
以
外
に

使
用
し
ま
せ
ん
。

採
用
の
決
定　
書
類
選
考
後
、
合

格
者
に
は
２
月
下
旬
に
面
接
を

受
け
て
も
ら
い
、
採
用
を
決
定

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
書
類
選

考
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

市
弥
栄
支
所
産
業
課
【
〒
６
９

７-

１
２
１
１　

弥
栄
町
長
安

本
郷
５
４
２
番
地
の
１
（
☎
�

２
１
１
２
）】

　波佐・小国地区の住民自治組織「縁の里づ
くり委員会」では、宝くじの普及広報を目的
として、その受託事業収入を財源に実施して
いる㈶自治総合センターの平成22年度コミュ
ニティ助成事業（宝くじ助成事業）により放
送設備一式を購入しました。
　今後は、購入した放送設備を活用して地域
の各種事業や地区外住民との交流会などを開
催し、一層の地域活性化を図ることとしてい
ます。

（市金城支所自治振興課）

産
業
・
地
域
活
性
化

平
成
23
年
度
弥
栄
自
治
区

専
業
農
業
研
修
生
の
募
集

平成22年度宝くじ
コミュニティ助成事業
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農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
の

改
正
に
伴
い
、
農
地
利
用
集
積
円

滑
化
事
業
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
が
農
地
所
有

者
か
ら
農
地
の
貸
付
け
な
ど
に
関

す
る
委
任
を
受
け
、
所
有
者
の
代

理
と
し
て
、
農
地
の
借
り
手
を
探

す
事
業
で
す
。

　

農
地
を
貸
し
た
い
人
や
、
新
た

に
農
地
を
借
り
た
い
人
は
、
本
庁

農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

農
地
の
草
刈
り
な
ど
、
管
理

を
委
任
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　市税・国民健康保険料（税）・後期高齢者医
療保険料の納付・納付相談について、平日夜
間窓口を開設します。仕事などで日中の納付・
納付相談が困難な人や納め忘れていた人は、
ぜひ利用してください。
期間　２月24日㈭・25日㈮・28日㈪・

３月１日㈫
午後５時30分～７時30分

場所　市役所本庁２階徴収課⑰番窓口
※　本庁川側地階入口から

お入りください。
問い合わせ先

本庁徴収課
（☎�９２４０）

　

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布
（
歯

ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
塗
布
し
ま

す
。）・
む
し
歯
予
防
の
話
を
し
ま

す
。

対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
園
・
幼
稚
園
で
実
施
し

て
い
る
場
合
は
、
園
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
３
月
３
日
㈭

受
付　
①
午
後
１
時
～
１
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時

※　

①
又
は
②
を
選
択
し
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始
日

２
月
17
日
㈭　

午
前
９
時
～

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

　

市
で
は
、
次
に
該
当
す
る
人
の

接
種
費
用
の
全
額
を
免
除
し
ま
す
。

「
免
除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
す

の
で
手
続
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
外
の
医
療
機
関
で
免

除
証
明
書
が
使
用
で
き
な
い
場
合

や
、既
に
接
種
し
て
費
用
を
支
払
っ

た
場
合
は
、
後
日
払
戻
し
を
し
ま

す
の
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象

・
生
活
保
護
受
給
者

・
す
べ
て
の
世
帯
員
が
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
人

※　

課
税
状
況
に
つ
い
て
、
電
話

で
の
照
会
に
は
お
答
え
で
き
ま

せ
ん
。

免
除
証
明
書
発
行
手
続
に
持
参
す

る
も
の

身
分
証
明
書
（
保
険
証
な
ど
）・

印
鑑

払
戻
し
の
手
続
に
持
参
す
る
も
の

身
分
証
明
書
（
保
険
証
な
ど
）・

印
鑑
・
領
収
書
・
接
種
済
証
・

通
帳

申
請
期
間　
３
月
31
日
㈭
ま
で

申
請
窓
口　
本
庁
地
域
医
療
対
策

課
健
康
推
進
係
・
各
支
所
市
民

福
祉
課（
三
隅
支
所
は
福
祉
課
）

※　

申
請
に
必
要
な
書
類
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

対
象　
将
来
就
業
を
希
望
す
る
看

護
職
員
な
ど

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
看
護

情
報
の
提
供
な
ど

日
時２

月
９
日
㈬
・
３
月
９
日
㈬

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
県
看
護
協
会
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
そ
よ
か
ぜ
の
丘

（
☎
�
０
１
８
２
）

担
当
者　
森
川
友
子
さ
ん
（
県
看

護
協
会
再
就
業
相
談
員
）

問
い
合
わ
せ
先

県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業

に
つ
い
て

市税・国民健康保険料(税)・
後期高齢者医療保険料

夜間納付窓口を開設します

子
育
て

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

健
康
・
福
祉

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の

免
除
に
つ
い
て

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

グラフ１　脳卒中のタイプ

脳梗塞 75.1%

脳出血 19.7%

くも膜下出血
2.1% その他 2.9%

グラフ２　脳卒中の発症年齢

40～64歳
21.8%

65～74歳
18.2%

75歳以上
58.3%

40歳未満
1.4%

グラフ３　脳卒中の徴候（重複回答あり）

意識
障がい

しゃべり
にくさ

手足の
しびれ麻痺

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90 78.7%

30.3% 28.7%
18.1%

（%）

　

電
波
の
人
体
や
医
療
機
器
な
ど

へ
の
影
響
、
国
の
安
全
基
準
や
国

際
的
な
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
行

政
・
医
学
の
各
分
野
か
ら
分
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。

日
時　
２
月
23
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

ホ
テ
ル

定
員　
先
着
50
人

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
中
国
総
合
通
信
局
電
波

利
用
環
境
課
（
☎
０
８
２-

２
２
２-

３
３
３
２
・
▢FAX
０
８

２-

２
２
２-

２
４
１
０
）

Em
ail:chugoku-kankyo@

soum
u.go.jp

脳卒中予防の決め手は血圧管理・減塩・早期受
診！
　浜田市の平均寿命・平均自立期間を引き下げ
ている原因の脳卒中について、状況をお知らせ
します。データは平成21年６月から平成22年５
月までの１年間に脳卒中を発症して浜田医療セ
ンターで受診した人の中で、同意の得られた人
のものです（総数137件・訪問調査66件）。
　脳卒中のタイプは大きく分けて３つです。脳
の血管が詰まり、血が通わなくなる「脳梗塞」、
脳の血管がもろくなり破れて出血する「脳出
血」・「くも膜下出血」があります。
　浜田市の脳卒中のタイプはグラフ１のとおり
です。全体の中で脳梗塞が７割以上を占め、次
いで脳出血が約２割でした。

　脳卒中の徴候としてはグラフ３のとおりです
（重複回答あり）。麻痺・意識障がい・しゃべ
りにくさ・手足のしびれがありました。そのほ
かの症状としては、頭痛・嘔吐・歩きづらい・
顔面のしびれなどです。

　脳卒中の発症年齢はグラフ２のとおりです。
65歳以上が７割以上を占めていますが、65歳未
満の若い年代での発症も約２割ありました。

　また、脳卒中の徴候を自覚してから病院受診
に至るまでの時間として、３時間以上経過して
受診した人が６割以上を占めており、脳卒中の
徴候を自覚しても様子をみている状況が伺われ
ました。
脳卒中予防の３つのポイント
１　減塩対策！塩分を減らして、うす味に慣れ

ましょう！
　野菜を多くとるのも効果的。体の塩分の排
出を助けます。

２　定期的に血圧を測りましょう！
　血圧は健康のバロメーター。朝と夜に１回
ずつ測り、記録をつけましょう。治療中の人
は定期受診を心掛け、内服は自己中断をしな
いようにしましょう。

３　脳卒中の徴候を見逃さず、おかしいなと
思ったらすぐに病院へ！
　手足や顔のまひ・しびれ、しゃべりにくさ、
目の見えにくさ、激しい頭痛などがあれば、
脳卒中の可能性があります。すぐに医療機関
で受診しましょう。

（本庁地域医療対策課）

※　次回３月号は、『食育』についてのコラムを掲載します。

電
波
の
安
全
性
に
関
す
る

説
明
会

脳卒中を予防しましょう！
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全
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心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

寄 稿 コラムコラム

　

国
民
健
康
保
険
料
は
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
基
礎
と
な
る
貴
重

な
財
源
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞
納
す
る

と
、
保
険
料
負
担
の
公
平
さ
を
欠

い
て
し
ま
い
、
国
民
健
康
保
険
制

度
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く
な

り
ま
す
。

ど
う
し
て
も
納
付
が
難
し
い
と
き

は
…

　

特
別
な
事
情
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
滞
納
の

ま
ま
放
置
せ
ず
、
早
め
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

保
険
料
を
納
付
し
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
な
る
の
？

１　

有
効
期
間
の
短
い
保
険
証

（
短
期
証
）が
交
付
さ
れ
ま
す
。

２　

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
の
交
付
が
で
き
ま

せ
ん
。

３　

受
診
医
療
機
関
へ
の
委
任
払

い
制
度
の
適
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と
…

保
険
証
の
返
還
請
求
及
び
資
格
証

明
書
の
交
付

　

被
災
な
ど
の
特
別
の
事
情
が
な

い
の
に
、
納
期
限
か
ら
１
年
以
上

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
保
険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、

代
わ
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

診
療
費
は
い
っ
た
ん
全
額（
10
割
）

自
己
負
担
と
な
り
、
後
で
保
険
給

付
分
（
７
割
）
の
支
払
を
市
役
所

窓
口
に
申
請
し
て
も
ら
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

１
年
６
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
…

保
険
給
付
の
支
払
の
一
時
差
止
め

　

納
期
限
か
ら
１
年
６
か
月
以
上

滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
は
、
療
養

費
・
高
額
療
養
費
な
ど
の
保
険
給

付
の
全
部
又
は
一
部
の
支
払
を
一

時
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
た
世

帯
に
、
保
険
給
付
の
支
払
の
一
時

差
止
め
を
行
っ
て
も
、
な
お
納
付

さ
れ
な
い
場
合
は
、
差
し
止
め
た

保
険
給
付
か
ら
滞
納
し
て
い
る
保

険
料
を
控
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　浜田圏域自殺予防連絡会委員である、はまだ市民総合法律事務所の
田上尚志弁護士から、自殺予防に関し、日ごろの業務の中での雑感を
コラムとして寄せてもらいました。今回は、自殺の危機要因の一つ、『負
債』に係る「高金利貸金業者の倒産」についてです。
（田上弁護士からのコラムは、今後も不定期で掲載していきます。）
問い合わせ先　本庁高齢者障害者福祉課（☎�９３２２）

弁護士　田上尚志
　平成21年から平成22年にかけて、高金利貸金
業者の倒産が相次いでいます。
　さて、高金利貸金業者が倒産してしまった場
合、どうなるのでしょうか。
　多分、管財人による正確な債権債務の額の確
定に向けての調査が行われることになると思い
ます。企業倒産の場合、裁判所が選任した管財
人がその企業の正確な資産の負債の額を調査す
ることになりますが、高金利貸金業者は長年に
わたり利息制限法の上限金利を超過した利率で
貸付けを行ってきたので、高金利貸金業者が主
張する債権債務額と真実の債権債務額に大きな
隔たりがあることが少なくありません。「過払
い」といって、逆に顧客がお金を返してもらえ
ることもあります。このため、高金利貸金業者
が倒産した場合、管財人は個々の取引ごとに利
息制限法に基づいて債権債務額の計算をやり直
し、その計算結果に誤りがないか個々の顧客に
照会し、この照会結果に基づいて正確な債権債

務額が確定されることになります。
　ただ、顧客への照会は、本来封書を送ってな
すべきだと思うのですが、電話やインターネッ
ト・ＡＴＭからの取引明細書の記載でなされる
可能性もあり、顧客が過払いに気付かないおそ
れもあります。顧客側も業者任せにせずに弁護
士や司法書士に相談して独自に債権債務額を把
握しておきたいところです。
　もっとも、たとえ過払い状態になっていても、
高金利貸金業者が倒産してしまっては、そのお
金が全額返ってくることは、まずありません。
ある商工ローン業者の場合、過払金の３％が配
当されただけでした。ですから、過払いがある
かもしれないと心当たりのある人は、早めに弁
護士・司法書士に相談することをお勧めします。
おおむね高金利貸金業者と６年から７年継続し
て取引をしているか、既に借金を完済した場合
には、過払いとなっていることが多いようです。

保
険
・
医
療
・
年
金

国
民
健
康
保
険
料
を

滞
納
す
る
と
…

執務雑感③　「高金利貸金業者の倒産」について



19　　　広報はまだ：平成23年２月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

介
護
保
険
は
、
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
に
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
う

こ
と
で
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た

と
き
、
１
割
の
自
己
負
担
で
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

本
人
と
家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る

社
会
保
障
制
度
で
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
未
納
が
あ

る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
保
険

給
付
の
制
限
を
受
け
、
不
利
益
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
付

が
困
難
な
場
合
に
は
、
保
険
料
の

減
免
制
度
の
対
象
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

保
険
料
が
１
年
以
上
未
納
の
場
合

　

被
保
険
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
自
己
負
担

し
、
申
請
に
よ
り
後
日
保
険
給
付

費
（
費
用
の
９
割
相
当
）
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

保
険
料
が
２
年
以
上
未
納
の
場
合

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
で

も
、
２
年
以
上
前
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
納
付
が
で
き
な
く
な
り
、

未
納
の
期
間
に
応
じ
て
、
自
己
負

担
が
３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

翌
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
を
ま

と
め
払
い
す
る
と
割
引
の
あ
る「
前

納
制
度
」
が
あ
り
、
口
座
振
替
に

よ
る
も
の
と
現
金
納
付
な
ど
に
よ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
は
、
本
庁

医
療
保
険
課
又
は
各
支
所
市
民
福

祉
課
（
三
隅
支
所
は
市
民
課
）・
各

金
融
機
関
・
浜
田
年
金
事
務
所
の

窓
口
に
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
申

込
用
紙
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
１
年
度
分
及
び
上
期
６

か
月
分
（
４
月
分
～
９
月
分
）
は

２
月
末
ま
で
に
、
ま
た
下
期
６
か

月
分
（
10
月
分
～
３
月
分
）
は
８

月
末
ま
で
に
、
管
轄
の
事
務
セ
ン

タ
ー
又
は
年
金
事
務
所
に
必
着
と

な
る
よ
う
に
早
め
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
年
金
事
務
所

（
☎
�
０
６
７
３
）

本
庁
医
療
保
険
課

（
☎
�
９
４
１
１
）

平成22年度国民年金保険料納入額早見表
（平成23年度保険料額は未確定です。）

納付方法 金額 割引額
毎月納付（納付書による現金納
付及び翌月末振替の口座振替） 15,100円 －

毎月振替【早割】
（当月末振替の口座振替） 15,050円 50円

６か月分前納（現金納付） 89,860円 740円
６か月分前納（口座納付） 89,570円 1,030円
１年度分前納（現金納付） 177,980円 3,220円
１年度分前納（口座納付） 177,400円 3,800円

人
権
作
文
を
と
お
し
、「
多
文
化

共
生
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か

マ
ミ
ー
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と

小
学
校
６
年
生

　

わ
た
し
の
家
族
は
、
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
、
四
年
生
の
妹
、
そ

し
て
わ
た
し
。
大
好
き
な
、
仲
良

し
家
族
だ
。

　

お
母
さ
ん
は
、
日
本
で
は
な
く

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
国
の
出
身
だ
。

今
か
ら
十
三
年
前
、
お
母
さ
ん
は

ふ
る
さ
と
を
は
な
れ
て
、
お
父
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
た
。
そ

し
て
、
こ
の
わ
た
し
が
生
ま
れ
た

と
い
う
わ
け
だ
。
こ
の
お
母
さ
ん

の
こ
と
を
わ
た
し
は
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
の
「
お
母
さ
ん
」
の
呼
び
方

で
「
マ
ミ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

今
で
は
、
日
本
語
で
ふ
だ
ん
の

会
話
が
で
き
る
マ
ミ
ー
だ
が
、
日

本
に
来
る
ま
で
全
く
日
本
語
を
話

せ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
は
た
く
さ
ん
の
島
が
集
ま
っ
て

い
る
国
で
、
言
語
も
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
る
そ
う
だ
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
マ
ミ
ー
が
話
し
て
い
た
の
は
、

イ
ロ
カ
ノ
語
と
い
う
言
語
だ
。
マ

ミ
ー
が
英
語
で
話
し
て
い
る
時
に

は
、
わ
た
し
に
も
わ
か
る
言
葉
が

会
話
の
中
に
出
て
く
る
。
で
も
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
友
達
と
マ
ミ
ー

が
、
イ
ロ
カ
ノ
語
で
会
話
し
て
い

る
の
を
聞
い
た
時
に
は
、
び
っ
く

り
し
て
し
ま
っ
た
。
全
く
聞
い
た

こ
と
の
な
い
言
語
だ
っ
た
か
ら
だ
。

周
り
の
人
が
全
く
知
ら
な
い
言
語

を
す
ら
す
ら
と
話
せ
る
お
母
さ
ん
。

こ
ん
な
す
ご
い
お
母
さ
ん
は
、
そ

ん
な
に
た
く
さ
ん
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

友
達
と
比
べ
て
み
て
、
こ
れ
は

き
っ
と
わ
た
し
の
お
母
さ
ん
だ
け

だ
な
、
と
思
う
こ
と
は
他
に
も
あ

る
。わ
た
し
の
う
ち
の
食
卓
に
は
、

他
の
家
で
は
食
べ
な
い
だ
ろ
う
な

と
い
う
料
理
が
な
ら
ぶ
こ
と
が
あ

る
の
だ
。
例
え
ば
、
冬
の
寒
い
日

に
飲
む
ス
ー
プ
。
野
菜
や
肉
を
入

れ
た
ス
ー
プ
に
、
レ
モ
ン
を
た
っ

ぷ
り
し
ぼ
っ
て
食
べ
る
の
だ
。
こ

れ
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
食
べ
方

な
の
だ
そ
う
だ
。
そ
し
て
、
わ
た

し
の
う
ち
の
食
事
に
は
、
ゴ
ー
ヤ

の
葉
を
使
っ
た
料
理
も
出
る
。
日

本
で
は
、
ゴ
ー
ヤ
の
実
だ
け
を
た

べ
る
の
が
「
ふ
つ
う
」
だ
ろ
う
。

日
本
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
わ
た
し

も
、
ゴ
ー
ヤ
の
葉
を
食
べ
よ
う
と

い
う
気
持
ち
に
は
な
か
な
か
な
れ

な
い
。
で
も
、
マ
ミ
ー
は
、
ゴ
ー

ヤ
の
葉
も
ぱ
く
ぱ
く
と
食
べ
て
い

た
。
そ
う
か
、
マ
ミ
ー
に
と
っ
て

こ
れ
は
、
小
さ
い
と
き
か
ら
慣
れ

親
し
ん
だ
味
な
ん
だ
。
こ
う
い
う

料
理
を
食
べ
て
、
マ
ミ
ー
は
育
っ

た
ん
だ
な
ぁ
、
と
そ
の
時
、
感
じ

た
。

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域

国
民
年
金
保
険
料
「
前
納
制

度
」
を
ご
存
知
で
す
か

人
権

人
権
に
つ
い
て

　
　
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
③
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マ
ミ
ー
の
立
場
に
わ
た
し
が

な
っ
た
と
し
た
ら
…
と
想
像
し
て

み
る
。
そ
の
国
の
人
に
と
っ
て
は

「
ふ
つ
う
」
の
言
語
や
食
事
、
習

慣
。
で
も
、
別
の
国
か
ら
や
っ
て

き
た
人
に
と
っ
て
、そ
れ
は
初
め
、

「
ふ
つ
う
」
と
は
思
え
な
い
も
の

だ
ろ
う
。（
こ
ん
な
物
を
食
べ
る

の
。）（
こ
ん
な
家
な
ん
だ
。）
と

び
っ
く
り
す
る
だ
ろ
う
。
自
分
達

と
ち
が
う
文
化
の
場
所
に
や
っ
て

き
て
、
言
葉
も
分
か
ら
な
い
と
い

う
の
は
、
何
よ
り
不
安
に
ち
が
い

な
い
。
マ
ミ
ー
は
、
そ
ん
な
不
安

を
一
つ
一
つ
乗
り
こ
え
て
き
た
の

だ
と
思
う
。

　

言
語
も
食
べ
物
も
、
国
や
地
域

に
よ
っ
て
「
ふ
つ
う
」
は
ち
が
う
。

日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
二
つ
の
国

の
「
ふ
つ
う
」
を
体
験
で
き
る
こ

と
を
、
わ
た
し
は
、
う
れ
し
く
感

じ
て
い
る
。
そ
し
て
、自
分
が「
ふ

つ
う
」
と
思
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

外
れ
て
い
る
こ
と
を
差
別
し
た
り
、

笑
っ
た
り
す
る
こ
と
は
ま
ち
が
っ

て
い
る
な
と
思
う
の
だ
。
だ
っ
て
、

自
分
に
と
っ
て
の
「
ふ
つ
う
」
と
、

他
の
人
に
と
っ
て
の
「
ふ
つ
う
」

が
同
じ
と
は
限
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

　

マ
ミ
ー
は
、
文
化
や
習
慣
の
ち

が
う
国
に
来
て
、
笑
顔
で
生
活
し

て
い
る
。
ま
だ
漢
字
が
得
意
で
な

く
、
読
み
書
き
を
わ
た
し
が
教
え

た
り
、
手
伝
っ
た
り
す
る
こ
と
も

多
い
。

「
あ
れ
、
な
ん
て
読
む
？
」

と
聞
き
な
が
ら
漢
字
を
覚
え
よ
う

と
す
る
努
力
家
の
マ
ミ
ー
。
今
度

は
、
わ
た
し
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
こ

と
を
マ
ミ
ー
に
た
ず
ね
て
み
よ
う

と
思
っ
て
い
る
。

人
権
作
文
を
と
お
し
、「
友
達
」
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

仲
間
外
れ

中
学
校
１
年
生

　

世
の
中
に
は
、
い
じ
め
や
仲
間

は
ず
れ
な
ど
が
原
因
で
自
殺
を
す

る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
う
ざ

い
か
ら
」、「
気
持
ち
悪
い
か
ら
」

な
ど
、
い
じ
め
て
い
る
人
か
ら
は

い
ろ
い
ろ
な
「
理
由
」
を
聞
き
ま

す
。
し
か
し
、
い
く
ら
理
由
が
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
そ
の
人
の
い
い

と
こ
ろ
を
見
ず
に
い
じ
め
と
い
う

手
段
に
出
る
の
は
間
違
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
い
じ
め
ら
れ
て
学
校

に
行
け
な
く
な
っ
た
り
、
部
屋
か

ら
出
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
す
る
人
た
ち
の
気
持
ち
も
わ
か

ら
な
く
は
な
い
で
す
が
、
死
を
選

ぶ
勇
気
よ
り
、
い
じ
め
を
解
決
す

る
た
め
に
動
く
勇
気
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

私
が
そ
う
は
っ
き
り
言
え
る
の

は
、
あ
る
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
私
が
小
学
生
の
と
き
に
仲
間

は
ず
れ
に
さ
れ
た
友
達
が
い
ま
し

た
。彼
女
は
私
と
同
じ
ク
ラ
ス
で
、

私
と
は
特
別
仲
が
よ
か
っ
た
わ
け

で
も
、
逆
に
悪
か
っ
た
わ
け
で
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
女
は
私
の
こ

と
を
好
き
で
い
て
く
れ
た
よ
う
で
、

よ
く
話
し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
彼
女
が
い
じ
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
彼

女
自
身
の
言
動
で
し
た
。
約
束
を

破
る
、
嘘
を
つ
く
、
人
の
悪
口
を

言
う
な
ど
、
周
り
の
人
が
嫌
に
な

る
よ
う
な
行
動
を
い
つ
も
と
っ
て

い
た
の
で
す
。
そ
ん
な
彼
女
の
態

度
を
見
か
ね
て
注
意
す
る
子
も
い

ま
し
た
が
、
彼
女
は
「
だ
っ
て
、

私
、
こ
ん
な
性
格
な
ん
だ
も
ん
。」

と
言
っ
て
、
そ
の
忠
告
を
受
け
入

れ
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

実
際
私
も
、
彼
女
の
そ
う
い
っ
た

言
動
に
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
も
あ

り
、
彼
女
と
関
わ
る
の
は
め
ん
ど

く
さ
い
な
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
仲
良
く
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
彼
女
は
私
の
こ
と
を
仲

良
し
だ
と
思
い
、
ま
す
ま
す
近

寄
っ
て
く
る
と
思
う
と
、
そ
れ
も

ま
た
気
が
重
い
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
あ
る
日
を
境
に
、
彼
女

が
話
し
か
け
て
も
、
み
ん
な
無
視

を
し
て
、「
ね
ぇ
、
あ
っ
ち
に
行
こ

う
。」
と
言
っ
て
遠
ざ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
最
初
、
私
は
な
ん

で
み
ん
な
あ
の
子
を
避
け
て
い
る

ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
、
女
子
特
有
の
空
気
で
、
み

ん
な
が
彼
女
を
仲
間
は
ず
れ
に
し

よ
う
と
相
談
し
た
の
だ
と
私
は
す

ぐ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
私
が
彼
女

に
話
し
か
け
て
い
る
と
、
仲
間
は

ず
れ
に
し
て
い
る
友
達
は
、
私
の

ほ
う
を
じ
ろ
じ
ろ
と
見
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
嫌
で
、
私
も
、
必
要
な
と

き
以
外
に
は
あ
ま
り
話
し
か
け
な

く
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
心
苦
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
私
も
そ
の
人
に
悪
口
を
言
わ

れ
て
嫌
な
思
い
を
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
う
ち
彼
女
が

み
ん
な
か
ら
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
気
に
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
人
が
泣
い
て
い

た
と
き
で
さ
え
も
、
何
も
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。「
ま
た
泣
い
て
る
。」

と
、冷
た
い
目
で
見
て
い
ま
し
た
。

い
じ
め
は
毎
日
続
き
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
彼
女
は
休
憩
時
間
を
隣
の

学
級
で
過
ご
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
ま
で
気
軽
に
話
し

か
け
て
い
た
人
に
対
し
て
も
、
必

要
以
上
の
こ
と
は
話
し
か
け
な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
に
対
し
て

も
そ
う
で
し
た
。

　

寂
し
そ
う
な
彼
女
を
見
て
い
る

う
ち
に
、
私
は
も
し
自
分
が
彼
女

と
同
じ
こ
と
を
さ
れ
た
ら
嫌
だ
な

と
思
う
こ
と
が
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
、
話
し

か
け
て
も
無
視
を
さ
れ
る
。
誰
も

助
け
て
く
れ
ず
、
彼
女
が
辛
く
て

泣
い
て
し
ま
う
の
も
分
か
る
気
が

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
彼
女
が
、
私
が
落

と
し
た
シ
ャ
ー
ペ
ン
を
拾
っ
て
く

れ
る
と
い
う
で
き
ご
と
が
あ
り
ま

し
た
。
私
は
彼
女
を
無
視
し
て
い

た
の
に
、
彼
女
は
以
前
と
変
わ
ら

な
い
親
切
心
を
持
っ
て
い
る
…
。

小
さ
な
で
き
ご
と
で
し
た
が
、
私

は
そ
の
と
き
よ
う
や
く
、
自
分
の

心
が
醜
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。
そ

し
て
私
は
も
う
、
彼
女
を
無
視
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
嘘
や
悪
口
を
言
っ
て

い
た
彼
女
に
も
悪
い
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
彼

女
に
悪
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、
い
じ
め
に
訴
え
な
い
付
き
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

合
い
方
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
、
い
じ
め
は
自
然
と

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
仲
直

り
し
た
あ
と
、
彼
女
は
私
に
、「
も

う
泣
か
な
い
っ
て
決
め
た
ん
だ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
彼
女
は
、
い
じ

め
ら
れ
た
経
験
を
通
し
て
強
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
私
も
、

今
度
は
い
じ
め
に
加
わ
ら
な
い
強

さ
を
持
ち
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
も
公
平

に
接
す
る
中
で
、
そ
の
人
の
よ
い

と
こ
ろ
を
見
つ
け
、
上
手
に
付
き

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

※　

文
章
は
、
原
文
の
ま
ま
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

市
で
は
次
の
案
件
に
つ
い
て
、

広
く
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

件
名　
浜
田
市
教
育
振
興
計
画

（
は
ま
だ
っ
子
プ
ラ
ン
）

募
集
・
閲
覧
期
間

２
月
18
日
㈮
ま
で

閲
覧
場
所

市
役
所
西
分
庁
舎
３
階
教
育
総

務
課

市
役
所
各
支
所
教
育
委
員
会
分

室
※　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.ham

ada.
sh

im
a
n
e.jp

/m
a
ch

i/p
u
b
_

com
m
ent.htm

l
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課

（
☎
�
９
７
０
０
）

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困

難
な
生
徒
に
対
し
、
進
学
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
奨
学
金

を
貸
与
し
ま
す
。
ほ
か
の
奨
学
金

と
の
併
用
も
可
能
で
す
。

対
象

・
保
護
者
が
浜
田
市
に
住
所
を
有

す
る
人

・
高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
に
限
る
。）・
高
等
専
門

学
校
・
大
学
・
短
期
大
学
・
専

修
学
校
（
専
門
課
程
に
限
る
。）

に
進
学
予
定
の
人 

・
向
学
心
が
あ
り
な
が
ら
経
済
的

な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
な

人
・
人
物
が
良
好
で
学
業
成
績
が
優

秀
な
人

支
給
額　
年
２
回
、
４
月
と
10
月

に
半
年
分
ず
つ
交
付
し
ま
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校

月
額
１
０
、０
０
０
円

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）月額

３
０
、０
０
０
円

返
還
期
間　
貸
与
終
了
後
、
２
年

経
過
後
か
ら
返
還
が
始
ま
り
ま

す
。
月
賦
・
半
年
賦
又
は
年
賦

に
よ
る
均
等
返
還
で
、
繰
上
返

還
も
可
能
で
す
。

高
等
学
校
・
中
等
教
育
学
校
（
後

期
課
程
）
及
び
高
等
専
門
学
校６

年

大
学
・
短
期
大
学
及
び
専
修
学
校

（
専
門
課
程
）　
　
　
　
　

12
年

※　

返
還
中
に
災
害
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
返
還
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
状
況
に
応
じ
て
返
還

期
限
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
卒
業
後
一
定
期
間
、
浜

田
市
に
在
住
し
、
貢
献
す
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
一
部
返
還
が
免

除
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　
卒
業
又
は
卒
業
見
込

み
の
中
学
校
若
し
く
は
高
等
学

校
に
申
し
出
て
、
募
集
要
項
と

申
請
書
を
受
け
取
り
、
申
請
書

に
所
得
額
の
分
か
る
税
の
証
明

書
な
ど
必
要
書
類
を
添
え
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

募
集
要
項
（
各
中
学
校
・
高
等

学
校
に
あ
り
ま
す
。）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　
３
月
31
日
㈭
ま
で

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

（
☎
�
９
７
０
０
）

物
資
の
種
類　
野
菜
・
果
物
・
卵
・

乳
製
品
・
冷
凍
食
品
・
ジ
ャ
ム

類
・
油
脂
・
調
味
料
・
魚
介
類
・

練
り
製
品
・
肉
類
・
豆
腐
類
・

麺
類
・
海
藻
類
・
干
し
魚
・
乾

物
類
な
ど

納
入
場
所　
浜
田
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
（
原
井
町
）

登
録
期
間

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

条
件

１　

学
校
給
食
を
よ
く
理
解
し
、

協
力
で
き
る
こ
と

２　

店
舗
や
倉
庫
・
工
場
な
ど
の

衛
生
管
理
が
良
好
で
あ
る
こ
と

３　

原
則
と
し
て
大
量
の
物
資
を

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

４　

現
品
の
輸
送
は
納
入
期
日
・

時
間
を
厳
守
し
、
輸
送
費
を
負

担
す
る
こ
と

５　

粗
悪
品
は
、
無
条
件
で
取
り

替
え
る
こ
と

６　

契
約
期
間
中
は
、
学
校
給
食

に
支
障
を
き
た
す
行
為
を
し
な

い
こ
と

※　

契
約
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場

合
は
、
契
約
期
間
中
で
も
登
録

を
取
り
消
し
ま
す
。

※　

地
産
地
消
を
推
進
し
て
い
ま

す
の
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
期
間

２
月
１
日
㈫
～
28
日
㈪

申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
（
学
校

給
食
会
に
あ
り
ま
す
。）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
納
税
証

明
書
と
１
か
月
以
内
に
実
施
し

た
「
腸
内
細
菌
検
査
成
績
書
」

の
写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

㈶
浜
田
市
学
校
給
食
会

（
☎
�
８
６
０
０
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

募
集
に
つ
い
て

平
成
23
年
度
か
ら
新
し
く
奨

学
金
貸
与
制
度
を
始
め
ま
す

平
成
23
年
度
学
校
給
食
用

物
資
納
入
業
者
の
募
集
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

浜
田
市
立
公
民
館（
本
館
26
館
・

分
館
７
館
）
で
は
、
公
民
館
活
動

に
つ
い
て
の
深
い
理
解
を
図
り
、

地
域
住
民
の
主
体
的
な
活
動
の
促

進
を
目
指
す
と
と
も
に
、
公
民
館

活
動
を
振
り
返
り
、
情
報
交
換
す

る
こ
と
で
職
員
相
互
の
学
び
の
機

会
と
す
る
た
め
に
、
活
動
交
流
展

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
４
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

内
容

・
活
動
展
示
（
公
民
館
全
館
の
活

動
内
容
の
展
示
）

・
基
調
講
演

講
師　

越
田
幸
洋
さ
ん
（
学
社

融
合
研
究
所
代
表
）

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

公
民
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

公
民
館
活
動
交
流
展
開
催
の
た

め
、
公
民
館
（
本
館
26
館
・
分
館

７
館
）
は
、全
館
休
館
と
し
ま
す
。

※　

連
絡
窓
口
業
務
も
お
休
み
し

ま
す
。

休
館
日　
２
月
４
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
０
）

　

学
校
施
設
を
利
用
し
、
年
間
を

通
じ
て
定
期
的
な
活
動
を
予
定
し

て
い
る
団
体
は
、
説
明
会
に
出
席

し
、
登
録
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

平
成
23
年
度
か
ら
の
新
規
利

用
で
登
録
を
希
望
す
る
団
体
は
、

事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時３

月
１
日
㈫　

午
後
７
時
～

場
所

浜
田
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

浜
田
公
民
館

三
隅
自
治
区
内
の
施
設
希
望
団
体

市
役
所
三
隅
支
所
３
階
集
会
室

開
放
す
る
施
設

体
育
施
設　
小
学
校
・
中
学
校
の

体
育
館
（
一
部
校
庭
）

※　

後
野
小
・
井
野
小
を
除
き
ま

す
。

文
化
施
設　
第
四
中
・
三
隅
中
・

三
階
小
・
弥
栄
小
・
三
隅
小
・

岡
見
小
・
原
井
幼
稚
園

※　

そ
れ
ぞ
れ
利
用
で
き
る
施
設

が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象
者　
市
内
の
団
体
で
、

学
校
施
設
を
年
間
通
じ
て
定
期

的
に
利
用
す
る
団
体

※　

金
城
・
旭
・
弥
栄
自
治
区
内

の
学
校
施
設
の
利
用
を
希
望
す

る
団
体
は
、
各
支
所
教
育
委
員

会
分
室
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課

（
☎
�
９
７
２
１
）

各
支
所
教
育
委
員
会
分
室

英
語
朗
読
会

　

市
国
際
交
流
員
の
カ
レ
ン
・
サ

イ
ト
ウ
さ
ん
と
英
語
の
シ
ョ
ー
ト

ス
ト
ー
リ
ー
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に
興
味
を

持
つ
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
２
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬
・

３
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
10
人

料
金　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
が
別

途
必
要
で
す
。）

申
込
締
切
日　
２
月
８
日
㈫

ロ
シ
ア
サ
ロ
ン

　

市
内
在
住
で
ロ
シ
ア
出
身
の
春

日
エ
レ
ナ
さ
ん
と
和
田
エ
レ
ー
ナ

さ
ん
に
、
お
い
し
い
ロ
シ
ア
料
理

の
作
り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
せ

ん
か
？
お
国
紹
介
も
あ
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
気
軽
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日
時　
２
月
13
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
20
人

料
金　
５
０
０
円
（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
２
月
８
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

中
古
電
化
製
品
を
譲
っ
て

く
だ
さ
い

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
外
国
人

留
学
生
が
中
古
の
電
化
製
品
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。

　

衛
生
的
で
修
理
の
必
要
の
な
い

も
の
を
譲
っ
て
も
ら
え
る
人
は
、

浜
田
国
際
交
流
協
会
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
電
化
製
品　
炊
飯
器
・
掃

除
機
・
小
型
冷
蔵
庫
（
１
０
０

ℓ
以
下
）・
ド
ラ
イ
ヤ
ー
・
ア

イ
ロ
ン

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

塚
﨑
さ

ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

対
象　
小
学
校
高
学
年
以
上

日
時　
１
回
目　

２
月
19
日
㈯

２
回
目　

３
月
26
日
㈯

午
後
１
時
50
分
～
４
時

※　

ど
ち
ら
も
同
じ
内
容
を
行
い

ま
す
。

場
所　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

定
員　
各
先
着
20
人
程
度

参
加
費
（
１
回
）

中
学
生
以
下　
　

５
０
０
円

一
般　
　
　

１
、
０
０
０
円

申
込
期
間

２
月
１
日
㈫
～
11
日
㈷

申
込
方
法　
直
接
、
参
加
費
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
電

話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
込
み
も
で

き
ま
す
が
、
教
室
開
催
前
に
参

加
費
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
・
▢FAX
�

５
０
９
０
）

浜
田
市
公
民
館
活
動
交
流
展

平
成
23
年
度

学
校
開
放
事
業
説
明
会

浜
田
国
際
交
流
協
会
か
ら

カ
ー
リ
ン
グ
教
室
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新年の決意新たに
～今年一年の防火・防災を誓う～

　浜田市消防出初め式及び各自治区
の出初め式が、１月５日㈬と９日㈰
に各会場で挙行されました。
　各式典では、消防団員の各種表彰
と機敏な動作による礼式が披露さ
れ、災害のない浜田市を誓いました。
　市消防団は、地域の安全・安心を
確保するための防災リーダーとし
て、今後とも大いに活躍することを
期待されています。

▶
浜
田
市
消
防
出
初
め
式

（
１
月
９
日
㈰　
市
役
所
東
分
庁
舎
前
駐
車
場
）

団
長
以
下
３
０
０
人
の
団
員
が
参
加

各
分
団
に
分
か
れ
て
の
通
常
点
検
の
様
子

▲金城自治区消防出初め式
（１月５日㈬　ふれあいジム・かなぎ）
隊長以下110人の団員が参加
積載車及び機械器具点検の様子

▲旭自治区消防出初め式
（１月５日㈬　市民体育館）
隊長以下70人の団員が参加
中隊による分列行進の様子

▲弥栄自治区消防出初め式
（１月９日㈰　弥栄会館）
隊長以下78人の団員が参加
分団ごとに整列しての式典の様子

▲三隅自治区消防出初め式
（１月９日㈰　三隅中央公園）
隊長以下156人の団員が参加
寒波の中、三隅川に向けて一斉放水を披露

♥Town Topics ま ち の わ だ い平成２３年 消防出初め式

新年の決意新たに
～今年一年の防火・防災を誓う～
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　平成23年成人式が、浜田・金城・旭の３会場で
行われました。それぞれの会場には、浜田362人・
金城52人・旭26人の参加がありました。

出席者全員での記念撮影や、久しぶりに出会った友だちとの思い出話
に花が咲きました。

新成人を代表し、青木あづささん（右）と青笹明彦さ
ん（左）が新成人を代表して謝辞を述べました。

新成人26人。笑顔でポーズ 恒例のお茶会では将来の夢や近況を報告

◀
新
成
人
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
坂
本
亮
さ
ん

新成人の門出を祝い、出席者全員で記念撮影一人ずつ近況報告にあわせ、決意を述べました。

◀新成人を代
表し謝辞を
述べる久保
淳さん

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い 平成２３年 成人式(浜田・金城・旭自治区)

浜田自治区 月日　１月９日㈰
場所　石央文化ホール

金城自治区 月日　１月４日㈫
場所　みどりかいかん

旭自治区 月日　１月４日㈫
場所　旭センター
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命の大切さについて講演する江角由利子さん

　12月12日㈰、みどりかいかんで「浜田市人権・同和教育講演
会」を開催し、250人の参加がありました。
　飲酒運転による交通事故の被害によって、かけがえのない娘
さんを亡くされた江

え

角
ず み

弘
ひ ろ

道
み ち

・由
ゆ

利
り

子
こ

さん夫妻（島根県斐川町）
を講師に招き、「亡くなった娘からの生

い の ち

命のメッセージ」と題
して講演されました。
　二度と尊い命が理不尽に奪われないよう、遺品を持ち寄り「生
命のメッセージ展」を開催している話などを通じ、参加者は、
命の大切さについて学びました。

　12月15日㈬、市木保育所で園児の祖父母を招いた餅つき会が
行われました。
　杵と臼でおじいちゃんとおばあちゃんが餅をつくと、この日
を楽しみにしていた園児たち７人は「よいしょ」「ペッタン」
と掛け声をかけたり、まねをしたり、にぎやかに餅つきが行わ
れました。
　園児たちも一緒についた餅は、丸めて形にし、きな粉餅やぜ
んざいにしてみんなでおいしく食べました。

　12月20日㈪、弥栄自治区まちづくり推進委員会の設立合同会
議が行われました。まちづくり推進委員会は、公民館単位を基
本として、住民主体による地域の実情に応じた組織を立ち上げ
ることにより、新たなまちづくりのシステム構築を目指すもの
です。
　安城、杵束両地区にそれぞれ８人の委員の皆さんが参加し、
まちづくり推進委員会が設立されます。今後は各地区において、
地域資源や地域が抱える課題についての議論を行い、地域の将
来を考えた地域づくりの取組が検討されます。

おばあちゃんと一緒に餅を丸める園児たち

初顔合わせとなった設立合同会議の様子

　12月18日㈯、「この町一人ひとりが接着剤。みんなで集い語
り交流しましょう。」を祭りのテーマに、第２回安城公民館ま
つりが開催されました。
　当日は、生涯学習サークルの皆さんによるステージ発表や作
品の展示会のほか、余芸大会や地元団体の活動発表が行われま
した。
　また、弥栄産品や郷土料理の販売も行われ、集まった多くの
皆さんで会場はにぎわっていました。

栃木田ばやし保存会によるオープニング

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか弥栄自治区まちづくり推進委員会設立

やさかみんなで集い語り交流しましょう
～第２回安城公民館まつり～

あさひ園児と祖父母が一緒に餅つき
～市木保育所　餅つき会～

命の大切さを考えよう
～浜田市人権・同和教育講演会～

かなぎ
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「発熱外来棟」・「夜間・救急連絡通路」

「発熱外来棟」は、病院西側の職員駐車場内にあり、新型イ
ンフルエンザなど感染性の強い疾患の流行時に利用されます。車
に乗ったまま医師の診察を受ける「ドライブスルー方式」の受診
も可能となり、これにより、感染性の強い疾患の拡大防止が図ら
れます。
　また、夜間の一般駐車場から救急外来入口への連絡通路の整備
も併せて行われました。
　案内板には、夜間照明が施され、初めて訪れた人にも分かりや
くなっています。

　12月16日㈭、国府小学校の児童が市役所を訪れ、学校で作っ
た「特大年賀状」を宇津市長に手渡しました。
　国府小学校では毎年、地域の人たちに日ごろの感謝の気持ち
を伝えようと、全校児童が手分けをして特大の年賀状を作成し、
市役所や駐在所などに配っています。
　市役所に届けられた年賀状には、今年の干支のウサギがかわ
いらしく描かれていました。
　この特大年賀状は、１月中旬まで市役所１階ロビーに飾られ
ました。

　12月12日㈰、石見の冬の風物詩となった「浜田-益田間駅伝
競走大会（しおかぜ駅伝）」が、島根県内から41チームが参加
し開催されました。浜田市からも、各自治区から５チームが参
加し、タスキに込めたみんなの想いを次走者へつなごうと力走
しました。結果は、出雲チームが見事５連覇を達成、浜田市の
チームの成績は次のとおりでした。
チーム　浜田　第６位　　金城　第13位　　三隅　第21位
　　　　旭　　第28位　　弥栄　第41位
個人　　西島太一郎さん（浜田）ホープ賞

特大年賀状を受け取る宇津市長

力走をみせる浜田チームアンカーの宇津直樹さん

「きらめき！子ども体験教室クリスマス気分で」が12月11日
㈯、三保公民館で開催され、町内の小学生30人が参加しました。
　当日は、「きよしこの夜」や「ジングルベル」などのクリス
マスソングの合唱や、クリスマスケーキとミニお弁当作りを体
験。ケーキ作りでは慣れない手つきでスポンジの生地にクリー
ムを塗り、フルーツを飾るなど楽しくケーキを作りました。
　また、世界の翼の会の皆さんによる人形劇「ひよこ星」の上
演もあり、思い出に残る１日となりました。

上手にクリームを塗り、ケーキを完成させる子どもたち

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

第19回浜田-益田間駅伝競走大会
（しおかぜ駅伝）

みすみみんながうきうきクリスマス

はまだ国府小学校「特大年賀状」を作成
～国府小児童が、市長を訪問～

「発熱外来棟」と「夜間・救急連絡通路」が完成
（浜田医療センター）
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マイペース健康マラソン大会スタート

　12月５日㈰、「第25回金城マイペース健康マラソン・駅伝競
走大会」が、ふれあいジム・かなぎ周辺をコースに開催され、
マラソン大会には107人、また、駅伝競走大会には、23チームが出
場しました。
　この大会は、健康づくりや仲間づくりの輪を広げようと毎年
開催し、年齢に合わせたコースで走る「マラソン大会」と、日
ごろの練習で鍛えた健脚を競う「駅伝競走大会」があり、選手
たちは、寒さに負けず、元気いっぱいの走りを見せました。

　日ごろの文化活動の成果を発表する、あさひ余芸大会が12月
５日㈰、旭センターで開催されました。
　同大会には旭自治区内８つの団体が参加し、コーラスや
フォークダンス、大正琴や銭太鼓などを披露。また、特別参加
として島根県立大学ダンス部の学生と旭中学校の先生、生徒及
び保護者によるダンスも登場し、会場を沸かせました。
　会場で行った「赤い羽根共同募金」には、10,640円の寄付を
いただきました。

　12月６日㈪、雲城小学校で、雲城・波佐両小学校６年生の児
童23人が、石州和紙で手作りの卒業証書を作成するため、紙す
きに取り組みました。
　この取組は、石州和紙の紙すきを通して、児童にふるさとへ
の関心を高めてもらおうと、平成19年度から伝統的工芸品教育
事業を活用して開催し、今年で４回目となります。
　児童たちは、三隅町の久

く

保
ぼ

田
た

彰
あきら

さん（石州和紙協同組合代表
理事）の指導を受けながら、卒業証書が出来上がるのを楽しみ
に、一人ひとり丁寧にすきあげました。

「和歌楽」と「ドレミの会」が合同で歌声を披露

久保田さんの指導で紙すきに取り組む児童

　12月５日㈰、「第21回歳末たすけあいみすみ余芸大会」が三
隅中央会館で開催されました。
　今年は、河内神祇太鼓同好会の皆さんによる「神祇太鼓」や
岡見てんつくてんの皆さんによる「子ども神楽」など、町内の
20団体が参加して様々な出し物が披露されました。
　出演者の熱演を一目見ようと訪れた約800人の来場者からは
大きな歓声や盛大な拍手が沸き起こりました。
　また、昼休みにはお楽しみの福引き抽選会が行われ、当選者
は景品を受け取って満足そうな表情を浮かべていました。得意の余芸を披露！！

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

かなぎ石州和紙の卒業証書づくり
～雲城・波佐小学校の取り組み～

みすみ歳末たすけあいみすみ余芸大会を開催

あさひ市民が歌や踊りの成果を発表
～第14回あさひ余芸大会～

元気いっぱいに力走
～第25回金城マイペース健康マラソン・駅伝競走大会～

かなぎ
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時
　（第１・第３日曜日は午後４時～６時）
○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○２月の休館日　11日㈷・21日㈪～28日㈪

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

心
に
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あ
の
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５
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服
部
千
春

紹介者　７歳　女性
図書名　からすのパンやさん
著者名　かこさとし

　からすのパンやさんは、チョコちゃん、レモンちゃ
ん、おモチちゃん、りんごちゃんがいつもないてて、
あまりいいのがやけないところがおもしろかったで
す。こげたパンは、チョコちゃんたちのおやつになり
ました。そのこげたパンがおいしかったので、森じゅ
うの子どもたちにわけてやりました。にがいけどあま
みもあります。いろいろなパンをつくっていっぱい
うってうれきれちゃいました。
　わたしも、おいしそうでたべてみたかったです。う
さぎパン。
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い
わ
む
ら
か
ず
お

す
い
ぞ
く
館　
　
　

さ
か
な
ク
ン

農
作
業
の
絵
本　
栽
培
計
画
と
畑

の
準
備　
　

じ
ん
さ
き
そ
う
こ
え

■
大
人
向
け
の
本
■

さ
よ
な
ら
、
ベ
イ
ビ
ー　
里
見
蘭

緑
の
家
（上）　
（下）

　
　
　

Ｍ
・
バ
ル
ガ
ス
＝
リ
ョ
サ

風
の
な
か
の
櫻
香　
　

内
田
康
夫

江
姫
た
ち
の
戦
国
（上）　
（中）　
（下）

　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
久
美
子

若
様
組
ま
い
る　
　
　
　

畠
中
恵

た
ま
ひ
よ
赤
ち
ゃ
ん
の
し
あ
わ
せ

名
前
事
典　
２
０
１
０
～
２
０
１

２
年
版　
　
　
　

た
ま
ご
ク
ラ
ブ

絶
滅
危
惧
の
昆
虫
事
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
上
洋
一

図

書

館

情

報

≪私の心に残る１冊≫
浜 

田 

図 

書 

館

金 

城 
図 
書 

館

旭 

図 

書 

館
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昨
年
12
月
11
日
㈯
の
午
後
、「
国

際
文
化
交
流
の
夕
べ
」
が
、
本
学
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
国
際
的
な

文
化
交
流
を
図
り
た
い
と
の
思
い
か

ら
開
学
以
来
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
部
は
「
白
岩
貢
＆
秦
江
里
奈

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」。
白
岩

さ
ん
の
歌
声
と
秦
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演

奏
に
来
場
者
全
員
が
魅
了
さ
れ
、
会

場
か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
大
学
歌

「
鳥
と
と
も
に
」
を
披
露
し
て
い
た

だ
く
な
ど
心
温
ま
る
コ
ン
サ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
学
生
た
ち
が
「
市
民
の

皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め
た
い
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
様
々
な
催
し
を
企
画
し

ま
し
た
。
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
お

箸
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
や
歌
の
披
露
な

ど
新
し
い
催
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
サ
ー
ク
ル
も
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。
定

員
１
８
０
人
の
会
場
は
、
市
民
・
学

生
の
皆
さ
ん
の
参
加
で
満
員
と
な
り

大
盛
況
の
う
ち
に
終
演
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
寒
い
中
ご
来
場
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
平
成
22

年
４
月
に「
島
根
県
立
大
学
憲
章
」

を
制
定
し
ま
し
た
。
こ
の
憲
章
の

も
と
、
浜
田
・
松
江
・
出
雲
の
３

キ
ャ
ン
パ
ス
の
一
体
感
を
一
層
強

め
る
よ
う
、
平
成
22
年
９
月
１
日

に
大
学
歌
「
鳥
と
と
も
に
」
を
制

定
し
ま
し
た
。

　

作
詞
は
島
根
県
出
身
で
、詩
人
・

小
説
家
と
し
て
ご
活
躍
の
平
田
俊

子
さ
ん
、
作
曲
は
作
曲
家
・
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
し
て
ご
活
躍
の
寺
嶋
陸

也
さ
ん
で
す
。

▲大学ホームページから視聴できます。
トップページ > 法人・大学情報 > 島根県立大学歌「鳥とともに」
http://www.u-shimane.ac.jp/index.html

講
師　
ヘ
ネ
ベ
リ
ー・ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

　

今
年
の
４
月
か
ら
島
根
県
立
大
学

に
赴
任
し
ま
し
た
ヘ
ネ
ベ
リ
ー
・
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
と
申
し
ま
す
。
以
前

２
０
０
０
年
か
ら
２
０
０
６
年
ま
で

県
立
大
学
で
働
い
て
お
り
４
年
ぶ
り

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
社
会
人
と

な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
に
再

会
し
、
懐
か
し
さ
と
う
れ
し
い
気
持

ち
で
す
。

　

私
の
専
門
はEducational T

ec
hnology &

 T
ES

O
L

（
教
育
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
と
英
語
教
育
）
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
英
語
に

よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
研
究

し
て
い
ま
す
。

　

私
の
出
身
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー

ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
ポ
ー
ツ
マ
ス
。

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
が
交
わ
さ
れ
た
町

で
東
海
岸
の
北
東
に
あ
り
ま
す
。
浜

田
は
海
が
き
れ
い
で
私
の
故
郷
を
思

い
出
し
ま
す
。
自
然
が
豊
富
な
浜
田

で
四
季
折
々
の
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第
２
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ハ
ン
ド
ベ
ル　
　
（
大
学
事
務
局
）

・
学
長
あ
い
さ
つ（
本
田
雄
一
学
長
）

・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
作
り
方

　
　
（
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ハ
リ
ス
先
生
）

・
お
箸
を
使
っ
た
ダ
ン
ス

（
中
国
人
留
学
生
・
白ば

い

薩さ

日り

娜な

さ
ん
）

・
中
国
の
歌　
　
（
中
国
人
留
学
生
）

・
大
道
芸　
　
　
　
　
（
大
道
芸
部
）

・
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス（
好は

お

好は
お

サ
ー
ク
ル
）

・
野
原
太
鼓　
　
　
（
大
学
事
務
局
）

・
マ
ジ
ッ
ク

　
（
原
井
幼
稚
園
・
山
崎
光
治
園
長
）

・
ダ
ン
ス　
　
（
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）

・
吹
奏
楽　
　
　
　
　
（
吹
奏
楽
部
）

vol.88
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www-u.shimane.ac.jp

島
根
県
立
大
学
歌

「
鳥
と
と
も
に
」

第
10
回
「
国
際
文
化
交
流
の

夕
べ
」
を
開
催

新
任
教
員
メ
ッ
セ
ー
ジ
④
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石
正
美
術
館
は
、開
館
以
来
日
本
画

家
石
本
正
と
彼
の
ふ
る
さ
と
石
見
に

か
か
わ
る
展
示
を
通
し
て
、こ
の
地
に

住
む
歓
び
を
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
ど
、当
地
出
身
の
洋
画
家

寺
戸
恒
晴
さ
ん
の
回
顧
展
を
開
催
し寺戸恒晴「明けの大平桜」（2003年）

ま
す
。

　

寺
戸
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
へ
の
熱

い
思
い
を
秘
め
た
叙
情
的
な
独
自
の

画
法
を
築
き
、「
寺
戸
ブ
ル
ー
」
と

い
う
独
特
の
色
合
い
を
生
み
だ
し
ま

し
た
。
２
０
０
３
年
、「
明
け
の
大

平
桜
」
を
当
館
に
納
め
ら
れ
た
後
に

倒
れ
、
翌
年
５
月
に
82
年
の
人
生
を

閉
じ
ま
し
た
。
ど
う
か
こ
の
機
会
に

寺
戸
恒
晴
の
伝
え
た
か
っ
た
す
ば
ら

し
い
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
館
で
は
、
企
画
展
「
石
本
正
の

ア
ト
リ
エ
」（
後
期
）を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
２
月
４
日
㈮
～
３
月
27
日
㈰

料
金一

般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

《本館展示室》

企画展「石本正のアトリエ」
後期　２月４日㈮～３月27日㈰

《新館展示室》

企画展「石見の作家―寺戸恒晴―」
　　２月４日㈮～３月27日㈰

《ギャラリー展示》

二科会写真部島根支部石見地区展
　　２月11日㈷まで
三隅中学校作品展
　　２月12日㈯～18日㈮
石正美術館絵画教室展
　　２月19日㈯～３月４日㈮

《イベント情報》

美しい方言の世界
　　２月12日㈯　午後２時～３時
石正美術館絵画教室作品展作品解説会
　　２月19日㈯　午後２時～３時
春待ち♪コンサート
　　２月26日㈯　午後２時～３時

※　このほかにも催しがあります。詳し
くは、お問い合わせください。

　石正美術館では、毎冬「美しい方言の世界」を開催してき
ました。今年も石見弁をはじめ、様々な方言の朗読や口演童
話を通して言葉の美しさと楽しさをお伝えしたいと思いま
す。笑ったり泣いたりのすてきなひとときをお過ごしくださ
い。

日時　２月12日㈯　午後２時～３時
会場　石正美術館創作室
料金　無料
出演予定
　ＳＯＮＯＫＯ（予定）
　ほか
※　詳しくは、お問い
合わせください。

問い合わせ先
　石正美術館
（☎�４３８８）

「美しい方言の世界」

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
石
見
の
作
家

寺
戸
恒
晴
」
の
お
知
ら
せ

◎美しい方言の世界
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☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
美
術

の
大
好
き
な
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す

る
無
審
査
・
無
賞
の
児
童
美
術
展『
浜

田
こ
ど
も
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
』
を
開

催
中
で
す
。

　

本
展
は
、
美
術
を
通
じ
て
子
ど
も

た
ち
の
感
性
や
創
造
性
を
高
め
て
も

ら
い
た
い
と
願
い
、
開
館
当
初
よ
り

毎
年
開
催
し
て
い
る
展
覧
会
で
す
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
、
地
元
浜
田

市
と
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品

は
、
自
由
な
創
意
と
奔
放
な
表
現
力

あ
ふ
れ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
本
展

を
毎
年
開
催
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い
る

か
ら
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

14
回
目
と
な
る
今
回
も
、
多
種
多

様
な
素
材
を
駆
使
し
て
で
き
あ
が
っ

た
作
品
が
大
集
合
し
ま
し
た
。
展
示

室
は
、
ま
さ
に
現
代
美
術
展
。
ピ
カ

ソ
や
ク
レ
ー
が
児
童
美
術
に
イ
ン
ス

ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
自
身
の
創

作
活
動
に
反
映
さ
せ
た
こ
と
は
実
に

有
名
な
話
で
す
が
、
児
童
作
品
に
は

画
家
を
う
な
ら
せ
る
何
か
が
潜
ん
で

い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も
た

ち
の
手
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
自

由
な
創
意
と
奔
放
な
表
現
力
あ
ふ
れ

る
作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

会
期　
２
月
20
日
㈰
ま
で

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
ボ
ン
ボ
ン
マ
ス
コ
ッ
ト
》

　

毛
糸
を
使
っ
て
丸
い
形
を
し
た
か

わ
い
い
マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
ろ
う
。

◎
２
月
５
日
㈯
・
６
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
作
り
》

　

板
チ
ョ
コ
を
溶
か
し
て
甘
く
て
お

い
し
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
作
ろ
う
。

◎
２
月
11
日
㈷
～
13
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

《
卵
の
カ
ラ
フ
ル
ろ
う
そ
く
》

　

卵
の
殻
の
中
に
ろ
う
を
流
し
入
れ

て
す
て
き
な
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
ろ
う
。

◎
２
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

《
幣へ

い

づ
く
り
》

　

石
見
神
楽
で
神
が
持
つ
、
御
幣
作

り
に
挑
戦
し
よ
う
！

◎
２
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

　

今
年
の
夏
に
開
催
す
る
現
代
美
術

展
『
ゲ
ー
ム
・
芸
夢
』
に
た
く
さ
ん

の
古
着
を
使
っ
た
作
品
が
登
場
予
定

で
す
。

　

美
術
作
家
・
富と

み

田た

菜な

摘つ
み

さ
ん
が
ワ

ニ
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
長
さ
６
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
巨
大
な
作
品
を
作
り
あ
げ

ま
す
。
作
品
に
は
古
着
を
は
じ
め
、

帽
子
や
ベ
ル
ト
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど

も
使
う
予
定
で
、
皆
さ
ん
の
自
宅
で

眠
っ
て
い
る
古
着
な
ど
が
あ
れ
ば
是

非
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
26
日
㈯
か
ら
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
た
“
石
見
神
楽
”
を
テ
ー
マ
に

２
月
の
休
館
日

月
曜
日　

７
日
・
14
日
・
28
日

展
示
替　

21
日
㈪
～
25
日
㈮

昨年の会場風景

し
た
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
田た

囃ば
や

子し

や
石
州
和
紙
な

ど
の
文
化
も
取
り
ま
ぜ
な
が
ら
、
紹

介
す
る
予
定
で
す
。毎
年
大
好
評
の
、

神
楽
体
験
が
で
き
る
舞
台
も
登
場
し

ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

会
期　
２
月
26
日
㈯
～
３
月
21
日
㈷

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.170

有

料

広

告

第
14
回
浜
田
こ
ど
も

ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン
展

２
月
の
イ
ベ
ン
ト

古
着
を
集
め
て
い
ま
す
！

次
回
展
覧
会
の
ご
案
内
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日　
５
月
15
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
２
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
住
所
・
出
演
団
体
名
・

代
表
者
氏
名
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
番
号
・
出
演
内
容
を
記
入
の
上
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
商
工
会
議
所
内
浜
田

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
【
〒
６
９
７

-

０
０
２
７　

殿
町
１
２
４-

２

（
☎
�
３
７
５
９
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
２

７
）】

１
部
（
５
km
）

Ａ
＝
中
学
校
卒
業
～
20
歳
未
満
男

子
・
Ｂ
＝
20
歳
以
上
男
子
・
Ｃ
＝
30

歳
以
上
男
子
・
Ｄ
＝
40
歳
以
上
男
子
・

Ｅ
＝
50
歳
以
上
男
子
・
Ｆ
＝
60
歳
以

上
男
子
・
Ｇ
＝
中
学
校
１
年
生
男
子
・

Ｈ
＝
中
学
校
２
・
３
年
生
男
子

２
部
（
３
km
）

Ｉ
＝
一
般
・
高
校
女
子

Ｊ
＝
中
学
校
女
子

３
部
（
２
km
）

Ｋ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
男
子

Ｌ
＝
小
学
校
４
～
６
年
生
女
子

４
部
（
１
km
）

Ｍ
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
小
学
生
を
含
む

家
族
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５
人

以
内
）

Ｎ
＝
グ
ル
ー
プ
（
小
学
生
を
含
む
団

体
で
構
成
し
た
チ
ー
ム
で
、
５
人
以

内
）

日　
３
月
６
日
㈰

開
会
式　
午
前
９
時

ス
タ
ー
ト　
午
前
９
時
30
分
～
10
時

45
分（
種
目
別
に
順
次
ス
タ
ー
ト
）

場　
市
陸
上
競
技
場
（
発
着
）

料　
一
般　

２
、
０
０
０
円

高
校
生　

１
、
０
０
０
円

中
学
生　
　
　

５
０
０
円

小
学
生　
　
　

３
０
０
円

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ

１
、
０
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
17
日
㈭

申
込
方
法　
所
定
の
払
込
用
紙
（
大

会
要
項
と
と
も
に
、
市
教
育
委
員

会
・
野
球
場
事
務
室
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
便
振
替
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

市
陸
上
競
技
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま

す
。

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/~ha

m
ariku/

申
・
問　
周
布
小
学
校　

伊
津
洋
士

さ
ん
（
☎
�
１
０
０
６) 

　

２
年
間
の
学
園
生
活
で
生
き
が

い
・
仲
間
作
り
と
地
域
活
動
参
加
の

た
め
の
知
識
を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

内
容　

総
合
講
座
及
び
専
門
講
座

（
社
会
文
化
・
園
芸
・
陶
芸
・
健

康
福
祉
の
４
科
か
ら
選
択
）

対
象　
県
内
在
住
の
地
域
活
動
に
意

欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
60
歳

以
上
の
人
が
定
員
に
満
た
な
い
場

合
は
60
歳
未
満
の
人
で
も
可
）

場　
い
わ
み
ー
る

料　
入
学
金　
　

１
０
、
０
０
０
円

授
業
料
年
額
１
８
、
０
０
０
円

※　

授
業
料
に
つ
い
て
は
、
半
年
ご

と
の
分
割
方
式
も
可
能
で
す
。

※　

そ
の
ほ
か
資
料
代
・
教
材
費
が

別
途
必
要
で
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
28
日
㈪

申
込
方
法　
願
書
（
市
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
学
園
事
務
局
に
あ
り
ま

す
。）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
く
に
び
き
学
園
西
部
校
事

務
局
【
〒
６
９
７-

０
０
１
６

野
原
町
１
８
２
６-

１
（
☎
�
９

３
３
６
）】

　

㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

「
ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
子
ど
も

が
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
そ
の
恵
み

を
学
び
、
ま
た
団
体
生
活
の
体
験
を

通
じ
て
規
律
や
仲
間
と
助
け
合
う
楽

し
さ
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
さ
ら
に
、
外
国
人
小
学
生
と

活
動
を
共
に
し
、
言
語
・
習
慣
を
越

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

募
　

集

まちかど

　　　伝言板

有

料

広

告

第
35
回
石
央
ふ
れ
あ
い

余
芸
大
会
出
演
者

第
28
回
浜
田
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
出
場
者

く
に
び
き
学
園
（
西
部
校
）

―
高
齢
者
の
学
び
と
交
流
の
場
―

子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業

第
35
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者
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え
て
、
友
情
を
深
め
、
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
る
第
一
歩
と
し
ま
す
。

対
象　
小
学
校
２
～
６
年
生
（
外
国

人
小
学
生
も
含
む
。）

活
動
内
容　
海
水
浴
・
イ
カ
ダ
作
り

＆
イ
カ
ダ
こ
ぎ
・
ハ
ー
レ
ー
船
大

会
・
さ
と
う
き
び
刈
り
＆
絞
り
・

洞
窟
探
険
な
ど

日　
３
月
27
日
㈰
～
４
月
２
日
㈯

場　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町 

定　
先
着
３
１
０
人

料　

出
発
空
港
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

応
募
締
切
日　
３
月
７
日
㈪

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
㈶
国
際
青
少
年
研
修
協
会

（
☎
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６

１
・
▢ＦＡＸ
０
３-

６
４
５
９-

４
６

３
３
）

Em
ail:info@

kskk.or.jp
http://w

w
w
.kskk.or.jp

　

第
６
回
「
和
食
の
マ
ナ
ー
」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
者　
ど
な
た
で
も

日　
２
月
20
日
㈰

午
前
11
時
～
午
後
１
時

場　
浜
田
公
民
館

作
法
講
師　
宮
川
幸
子
さ
ん

料　
無
料

定　
20
人

申
込
締
切
日　
２
月
15
日
㈫

申
込
方
法　
直
接
、
又
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

看
護
師
・
助
産
師

（独）
国
立
病
院
機
構
の
常
勤
職
員
で

の
採
用
で
す
。

応
募
資
格　
看
護
師
又
は
助
産
師
免

許
所
有
者
、
平
成
23
年
３
月
に
看

護
師
・
助
産
師
学
校
を
卒
業
見
込

み
の
人

試
験
日　
平
成
23
年
２
月
初
旬
（
予

定
）

※　

潜
在
看
護
師
復
職
時
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

勤
務
時
間
・
給
与
な
ど
詳
し
く

は
、
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.ham

ada-nh.jp/

メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　

非
常
勤
職
員
（
パ
ー
ト
）
で
の
採

用
で
す
。

仕
事
内
容　
看
護
助
手
業
務

応
募
資
格　
免
許
・
資
格
・
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
。

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
管
理

課
（
☎
�
０
５
０
５
）

　

寒
い
冬
は
ど
う
し
て
も
屋
外
に
出

る
機
会
が
少
な
く
な
り
、
運
動
不
足

に
な
り
が
ち
で
す
。

　

そ
こ
で
、
体
を
動
か
し
、
小
学
生

か
ら
高
齢
者
ま
で
男
女
と
も
に
楽
し

め
る
、
フ
ロ
ア
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日　
２
月
６
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
サ
ン
マ
リ
ン
浜
田

定　
先
着
32
チ
ー
ム

料　
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

競
技
方
法　
ペ
タ
ン
ク
競
技
規
則
を

準
用
し
ト
リ
プ
ル
ス
で
行
い
ま
す

（
３
人
１
組
、
男
女
不
問
）。

申
込
締
切
日　
２
月
３
日
㈭

申
込
方
法　
申
込
書
（
必
要
に
応
じ

て
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
し
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加

料
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
・
問　
浜
田
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
事
務
局　

鳥
落
隆
子
さ
ん

（
昼
☎
�
７
７
９
２
・
▢ＦＡＸ
�
７
８

１
３
・
夜
☎
�
３
５
３
７
・
▢ＦＡＸ
�

３
４
８
４
・
携
帯
☎
０
９
０-

７

９
７
１-

８
９
３
０
）

　

浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

は
、
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
と
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
２
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
ボ
ウ
ル
ジ
ャ
ッ
ク

料　
前
売
券
・
当
日
券

　
　

１
、
０
０
０
円
（
貸
靴
代
・
２

ゲ
ー
ム
分
の
料
金
を
含
む
。）

問　
浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

森
山
さ
ん

（
☎
�
３
０
３
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

教
室
・
講
座

資
格
・
試
験

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

魅
力
学
講
座

平
成
23
年
度
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

看
護
師
・
助
産
師
・
メ
デ
ィ

カ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

第
15
回
島
根
県
フ
ロ
ア
ー

ボ
ー
ル
大
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

　

　

　

　



広報はまだ：平成23年２月号　　　34

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

一
緒
に
も
ち
つ
き
し
て
み
ま
せ
ん

か
？
つ
き
た
て
の
お
も
ち
は
持
ち
帰

れ
ま
す
。

日　
２
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー

定　
先
着
15
組
（
30
人
程
度
）

料　
１
組
５
０
０
円

※　

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　

万
葉
の
謎
、
柿
本
人
麿
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

の

地
を
探
る
「
鴨
山
を
探
せ
」、
プ
ト

レ
マ
イ
オ
ス
の
宇
宙
観
「
天
動
説
も

捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
」
の
学
習
会

と
「
ふ
る
歴
10
年
の
歩
み
」
の
懇
談

会
を
行
い
ま
す
。

学
習
会

日　
２
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
20
分

場　
浜
田
公
民
館

料　
２
０
０
円
（
学
習
会
資
料
代
）

懇
談
会

　

当
日
午
後
１
時
か
ら
、
希
望
者
の

み
で
懇
談
会
（
別
途
有
料
）
を
行
い

ま
す
。
１
週
間
前
ま
で
に
申
込
み
が

必
要
で
す
。

申
・
問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以

降
（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９

　

６
３
７
）

「
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会
」

で
は
、
前
回
に
引
き
続
き
次
の
日
程

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
２
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

演
題　
浜
田
川
の
水
質
と
流
域
水
環

境
保
全

講
師　
寺
井
和
久
さ
ん
（
浜
田
保
健

所
環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
課
長
）

料　
無
料

※　

講
演
会
終
了
後
、
浜
田
川
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
す
。

問　
浜
田
川
を
か
わ
い
が
ろ
う
会

　

大
橋
さ
ん
（
☎
�
０
６
３
５
）

　

今
年
も
演
奏
会
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱

団
“
響
”
が
心
を
込
め
て
名
曲
を
お

届
け
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　
３
月
６
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル 

指
揮
者　
山
崎
勝
さ
ん

　
　
　
　

向
田
彰
さ
ん

ピ
ア
ノ
演
奏　
渡
邉
直
子
さ
ん

料　
１
、
０
０
０
円
（
大
学
生
以
下

無
料
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

滑
走
料
無
料
デ
ー

　

貸
靴
料
だ
け
で
楽
し
め
ま
す
。

対
象　
中
学
生
以
下
（
一
般
は
通
常

料
金
）

日　
２
月
９
日
㈬
・
16
日
㈬

　

午
後
６
時
～
９
時

料　
４
０
０
円
（
貸
靴
料
）

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン

　

浜
田
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
、
石
見
ス

ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
小
・
中
学
生
が
出

演
し
ま
す
。

日　
２
月
６
日
㈰
・
13
日
㈰

　

午
後
０
時
30
分
～
45
分

料　
無
料

ス
ケ
ー
ト
教
室
好
評
開
催
中

　

美
し
い
滑
り
を
身
に
付
け
ま
し
ょ

う
。

日　
毎
週
土
曜
日

初
級　
午
前
10
時
～
11
時

中
級　
午
前
11
時
10
分
～
午
後
０
時

10
分

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
し
ま
せ
ん
か

日　
毎
週
月
曜
日
・
木
曜
日
及
び
、

第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
後
８
時
～
10
時

料　
１
、
０
０
０
円

※　

グ
ル
ー
プ
で
の
申
込
み
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

ア
ク
ア
ス
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

　

あ
な
た
か
ら
彼
へ
の
愛
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
大
募
集
！
ア
ク
ア
ス
の
ス

タ
ッ
フ
＆
生
き
物
た
ち
が
、
あ
な
た

に
か
わ
っ
て
愛
を
告
白
！

告
白
日　
２
月
11
日
㈷
～
14
日
㈪

募
集
期
間　
２
月
４
日
㈮
ま
で

※　

当
選
者
に
は
、
事
前
に
連
絡
し

ま
す
。

有

料

広

告

石
見
海
浜
公
園

親
子
も
ち
つ
き
大
会

第
１
０
８
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

浜
田
川
の
水
質
に
つ
い
て

考
え
よ
う
！

石
央
文
化
ホ
ー
ル
合
唱
団

〝
響
〟
第
４
回
演
奏
会

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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海
の
生
き
物
教
室

ア
ク
ア
ス
再
発
見
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　

ク
イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
水
槽
を
よ

く
観
察
し
て
み
よ
う
。
新
た
な
発
見

が
あ
る
か
も
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
２
月
20
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

定　
先
着
40
人

※　

当
日
の
入
館
券
が
必
要
で
す
。

日
曜
講
座

野
鳥
の
巣
箱
つ
く
り

　

野
鳥
の
た
め
の
巣
箱
を
作
ろ
う
。

対
象　
ど
な
た
で
も

日　
２
月
27
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
先
着
30
人

料　
無
料

出
雲
科
学
館
が
や
っ
て
く
る
in
ア
ク

ア
ス

発
見
！
海
の
生
き
物
の
食
事
～
え
さ

と
口
の
不
思
議
に
せ
ま
る
～

日　
２
月
12
日
㈯

①
午
前
11
時
～
・
②
午
後
３
時
～

２
月
13
日
㈰

①
午
前
９
時
30
分
～
・
②
午
後
３

時
～

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

木
工
に
挑
戦
！
～
魚
の
か
た
ち
の
マ

グ
ネ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
～

日　
２
月
12
日
㈯

午
後
１
時
20
分
～

２
月
13
日
㈰

①
午
前
11
時
～
・
②
午
後
１
時
20

分
～

場　
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

定　
先
着
20
人

※　

電
動
糸
の
こ
を
使
い
ま
す
の

で
、保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

料　
無
料

※　

館
内
で
実
施
す
る
も
の
は
、
入

館
料
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

お
知
ら
せ

　

シ
ロ
イ
ル
カ
・
ア
ー
リ
ャ
の
赤

ち
ゃ
ん
を
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
シ
ロ
イ
ル
カ
の
赤

ち
ゃ
ん
の
飼
育
を
優
先
す
る
た
め
、

当
面
の
間
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
休

止
し
ま
す
。
撮
影
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

シ
ロ
イ
ル
カ
の
体
調
に
よ
っ
て
は
、

公
開
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

企
画
展
「
島
根
県
立
美
術
館
名
品

展
―
夕
日
に
つ
つ
ま
れ
る
湖
畔
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
―
」

　

島
根
県
の
芸
術
文
化
連
携
事
業
の

一
環
と
し
て
開
催
す
る
展
覧
会
。
松

江
市
の
島
根
県
立
美
術
館
の
選
り
す

ぐ
り
の
名
品
を
石
見
美
術
館
で
展
示

し
ま
す
。

日　
２
月
９
日
㈬
～
３
月
21
日
㈷

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

休
館
日　
毎
週
火
曜
日

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ

料　
一
般　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

　

大
学
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

　

高
校
生
以
下
無
料

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

人
、
及
び
介
助
者
は
入
場
無
料

出
品
作
品　
岡
鹿
之
助
《
古
港
》
ほ

か
グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
５
周
年
記
念
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル「
あ
い
と
地
球
と
競
売
人
」

　

地
球
環
境
保
護
を
訴
え
る
マ
ン
ガ

「
地
球
の
秘
密
」
を
描
い
た
直
後
、

急
病
で
亡
く
な
っ
た
島
根
県
斐
川
町

の
小
学
校
６
年
生
、
坪
田
愛
華
さ
ん

の
遺
志
を
モ
チ
ー
フ
に
、
１
９
９
４

年
か
ら
上
演
が
続
け
ら
れ
て
い
る
県

民
手
作
り
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。
７
年
ぶ

り
の
益
田
公
演
が
い
よ
い
よ
グ
ラ
ン

ト
ワ
で
！

日　
３
月
27
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分

開
演　
午
後
２
時

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

１
、
５
０
０
円

※　

３
歳
未
満
児
は
入
場
で
き
ま
せ

ん
。

　

２
月
23
日
㈬
は
税
理
士
記
念
日
で

す
。
こ
の
日
に
、
相
続
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
続
の
発
生
時
、
ま
ず
税
理
士
に

相
談
し
て
も
ら
う
と
、
司
法
書
士
な

ど
と
と
も
に
連
携
し
て
、
そ
れ
ら
の

手
続
を
行
い
ま
す
の
で
、
わ
ず
ら
わ

し
さ
に
悩
ま
な
く
て
済
み
ま
す
。

日　
２
月
23
日
㈬

　

①
午
前
10
時
～
正
午

　

②
午
後
１
時
～
３
時

場　
浜
田
公
民
館

料　
無
料

問　
中
国
税
理
士
会
浜
田
支
部

（
☎
�
５
４
５
５
）

　

石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

２
月
か
ら
浜
田
自
治
区
内
の
公
民
館

（
本
館
）
単
位
で
「
デ
ジ
タ
ル
な
ん

で
も
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る
皆

さ
ん
か
ら
の
疑
問
や
質
問
に
幅
広
く

お
答
え
し
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
へ
の
加
入
・
未
加
入
を
問
わ
ず

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
石
見
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱

（
☎
�
４
８
８
３
）

世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,725 20,556 23,108 43,664
金 城 1,894 2,275 2,479 4,754

旭 1,437 1,552 1,689 3,241
弥 栄 715 726 801 1,527
三 隅 2,875 3,215 3,607 6,822
合 計 26,646 28,324 31,684 60,008

※　

前
売
券
・
当
日
券
と
も
同
料
金

問　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

http://w
w
w
.grandtoit.jp/

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

人　口（12月末現在）
（単位：人）

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

相
続
税
無
料
相
談

デ
ジ
タ
ル
な
ん
で
も

説
明
会
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平成23年５月31日までに

全世帯義務化
住宅用火災警報器の設置を!

マイバッグ持参運動展開中

　能海寛は、明治元年（1868年）、金城町長田の真宗大谷派浄蓮寺に生まれ、仏
教の世界総会議所の設置と英訳経典を世に出すため、古い経典を残すチベットへ
の探検を発起し、実践した学僧である。チベットへの求道のため身をていして実
践した巡礼探検の旅は３度に及んだ。明治34年（1901年）、３度目のチベット探
検において、能海寛は、34年の生涯を終えたが、その間、宗教家、東洋哲学者、
巡礼探検家、登山家として多くの業績を残した。
　能海寛の活動を具体的に示す資料は、2,839点にも及ぶ膨大な資料群であるが、
経典や仏像、仏具といった中国からの将来品をはじめ、著作物や旅行日記など、
357点が平成20年（2008年）に市の指定となっている。これらの資料は、近代日本
仏教のみでなく、文化史、政治史、交流史などを考える上で重要であるとともに、
能海寛を通して、当時の日本と世界とのかかわりを考える上でも意味を有してお
り、学術上貴重である。

平
成
22
年
第
42
回
浜
田
市
美
術
展

書
第
２
部　
市
長
賞

「
千
字
文
」　
池
田
美
智
子　
右

書
第
１
部　
市
長
賞

「
い
え
」　　
小
林
桃
子　
　
左

※　

12
月
末
人
口
は
35
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。
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